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市制施行65周年・文化の日
記念式典を開催しました
11月3日、「市制施行65周年・文化の日記念式典」が「みらい」文化ホールで開催されました。
今年の式典では、永年市政に貢献された市民功労の1人をはじめ、49人、12団体が表彰され、
工藤市長から表彰状と記念品が手渡されました。ここでは、表彰を受けた皆さんを紹介します。

功労の事績
　氏は、昭和58年に行田市議会議員に初当選し、以来7
期28年間の永きにわたり市議会議員として地方自治の振
興発展に努めるとともに、市民の声を市政に反映するこ
とに全力を傾注しました。
　市議会議員在職中は、議長および副議長をはじめ、文
教経済常任委員会委員長、民生常任委員会委員長および
決算審査特別委員会委員長の要職を歴任し、卓越した指
導力と誠実な人柄をもって、適切かつ円滑な議会運営に

尽力するとともに、活発な議会活動に努めました。また、行田、吹上清掃事業組合議会、彩北広域清
掃組合議会および妻沼南河原環境施設組合議会の議会活動を通して市域を超えた事務事業の効率化に
努め、地方自治の振興に大きく貢献しました。
　また、氏は、豊富な識見をもって、監査委員および農業委員会委員、ならびに市営競輪運営委員会
委員、公民館運営審議会委員、スポーツ振興審議会委員、総合振興計画審議会委員、都市計画審議会
委員、総合福祉会館（仮称）建設委員会委員、学校給食センター運営委員会委員、水道事業運営審議会
委員などの審議会委員を務め、市政の発展に多いに寄与しました。
　さらに、氏は、差別を許さない市民運動推進協議会委員、交通安全対策協議会委員、医療保健推進
委員会委員、国道125号バイパス建設促進期成同盟会委員、荒川左岸北部流域下水道事業推進協議
会委員、彩の国さきたま古墳公園拡充対策委員会委員、武蔵水路改築対策委員会委員、大学誘致推進
委員会委員、友好都市推進委員会委員、彩の国まごころ国体行田市実行委員会委員などを務める他、
持ち前の行動力をもって広く市民の福祉の向上に尽力しました。

自治功労表彰 野村　正幸　氏

①式辞を述べる工藤市長
②式典の開会前に花を添えた行田アン
サンブル協会の皆さん
③行田市歌を斉唱する来場者
④受賞者を代表して謝辞を述べる河野
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に
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「障害者週間」は、国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解
を深めるとともに、障害者が社会・経済・文化などあらゆる分野の活動
に積極的に参加する意欲を高めることを目的として定められました。障
害者の自立および社会参加を実現していくためには、皆さんの理解と協
力が必要です。市民一人ひとりがこの機会に障害者福祉について考え、
障害者に対する関心と理解を深めましょう。

こんな場面に遭遇したことはありませんか

・一般トイレが混雑していて順番待
　ちの行列ができてい
　るとき

ケース1 サービスエリアのトイレでの出来事

・満員電車に乗り
　込んだとき

ケース2 満員電車での出来事

・合同企業面接会に参加したとき

　こちらが名乗らな
いうちに断られて
しまった。

ケース3 合同企業面接会での出来事

・運動会の徒競走で、車椅子の子が
遅いながらも一生懸命走っている
とき

ケース4 運動会での出来事

どういうことが差別なのか、なぜ差別は起きるのか、差別をなくす方法はないの
かなど、障害のある人の気持ちになって考えてみましょう。
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行田市いきいき・元気サポー
ターとは、高齢者などが日常生
活で生じる困り事に対し、でき
る範囲で手を差し伸べてサポー
トする有償ボランティアです。
あなたも地域の一員として活動しませんか。
▶応募資格　市内在住でボランティア活動に理解と
意欲のある20歳以上の方

▶活動内容　見守り、片付け、洗濯、買い物支援など
　※活動する日時は、支援を希望する方と調整の上、
　決定します。

▶謝　　礼　1時間500円（行田商店共通商品券で
の支払い）

▶応募方法　高齢者福祉課で配布している登録申請
書（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を記入し、同課ま
たは行田市社会福祉協議会に直接
提出してください。

▶問い合わせ　同課地域支援担当（内線
278）

教育文化センターみらい内にある福祉の店
「きゃんばす」は、平成25年4月にオープンし
て以来、多くの方に愛され、開店から1年半を
迎えました。
店内にはアクセサリーや小物、パンやクッ
キーなどの焼き菓子といった商品を幅広く取り
そろえています。また、新たに「きゃんばす」オ
リジナルグッズ（Tシャツ、フェイスタオル）も
ラインナップに加わりました。
障害のある方の社会参加の場として、活動の
成果が大きな励みにもなっていますので、ぜひ
ご利用ください。
▶営業時間　火～金曜日（祝日を除く）の午前11
時～午後3時
▶そ の 他　「福祉の店」ボランティアを募集し
ています。
▶問い合わせ　福祉の店運営委員会事務局(かが
やき共同作業所内）☎559―1034 【FAX】55
9―2424

教育文化センターみらい内にある福祉の店

福祉の店「きゃんばす」
をご利用ください

行田市いきいき・元気サ
ポーターになりませんか

より こ
栗原賴子さんが彩の国
健康鉄人に認定されました

障がい者無料
法律相談110番

県では、「健康長寿埼玉プロジェクト」に取り組ん
でおり、県内在住の心身共に健康な80歳以上の方
で、地域活動、運動（スポーツ）、文化芸能活動など
で顕著な活躍をしている方を「彩の国健康鉄人」とし
て認定しています。このたび、佐間公民館の気功太
極拳クラブで活動している栗原賴子さん（向町）が
「彩の国健康鉄人」に認定されました。
10月24日、知事公館で行われた「彩の国健康鉄

人認定式」において、栗原さんは上田県知事をはじ
め認定者の前で太極拳を披露。「緊張しましたが、
ポーズを決められて良かったです。これからも太極
拳を続けて、いつまでも元気でいたいです」とにっ
こりと笑いながら、受賞の喜びを語っていました。

▶問い合わせ　保健センター健康づくり支援担当（市
役所内・内線378）

彩の国健康鉄人に
認定された栗原さ
ん。左は上田知事

埼玉弁護士会では、障害者週間に合わせて、
弁護士が障害者の法律相談に電話やFAXで答
える「障がい者無料法律相談110番」を実施し
ます。

　本人はもちろん家族の方、
関係者などどなたでも相談
できます。また、相談内容
は秘密にしますので、お気
軽にご相談ください。

▶日　　時　12月9日㈫午前10時～午後3時
▶電話番号　048―862―1115
▶FAX番号　048―862―1118
▶そ の 他　事前申し込み不要
▶問い合わせ　同会法律相談センター☎048―
　　　　　710―5666

つえを持っていれ
ば、空いている障
害者トイレを利用
できるね。

わが社は、車椅子
の方はちょっと…

次から次へとスター
ターピストルを鳴らし、
後から走ってきた子に
何度も抜かされた。

こんな混雑してい
るときに、乗って
こないでよ。
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の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

市
で
は
、
８
月
に
市
民
意
識
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
行
田
市
に
対
し
て
普
段
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
を
把
握
し
、
各
種
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果
の

主
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
比
率
は
全
て
百
分
率（
パ
ー
セ
ン
ト
）で
表
し
、

小
数
点
以
下
2
位
を
四
捨
五
入
し
て
算
出
し
て

い
ま
す
）

・
調
査
対
象　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以

上
の
方

・
調
査
人
数　
３
千
人（
無
作
為
抽
出
）

・
回
答
数　
１
千
７
0
0
票

・
調
査
方
法　
調
査
票
を
郵
送
の
上
、

記
入
後
に
返
送

・
調
査
期
間　
平
成
26
年
８
月

調
査
の
概
要

行田市の住み心地はいかがですか。

まちの住み心地は、「住みよい」「ど
ちらかといえば住みよい」と回答した
“住みよい”が47.4％で、“住みにくい”
（「住みにくい」「どちらかといえば住
みにくい」と回答した人）の13.2％よ
り34.2ポイント上回っています。

質問：

結果：

市のごみ収集体制（収集回数や分別
方法など）についてどのようにお考
えですか（複数回答）。

ごみの収集回数については、「現
在の収集回数・分別方法でよい」
が72.9％で最も多く、「収集回数
を増やしたほうがよい」とする人は
21.9％となっています。

質問：

結果：

市政への参加についてどのようにお考えで
すか。

市政への参加については、「自治会などを活
用して意見を述べたい」や「手紙や電子メール
で意見を述べたい」など、何らかの形で参加
や意見を述べたいと考える“参加意向あり”の
人が48.5％となっています。一方、「関心が
ない」と「市役所、議会や専門家に一任した
い」を合わせた“参加意向なし”の人は42.3％
となっています。

質問：

結果：

今後の行政運営について、どのような方向が
望ましいと思いますか。

今後の行政運営については、「市民や民間と
協働で事業を進める」と「市民や民間でできる
事業は任せて進める」を合わせた“市民や民間
と協働”が51.7％となっています。一方、「費
用は掛かっても行政の責任で進める」と「費用
はできるだけ掛けず行政の責任で進める」を
合わせた“行政の責任”は42.6％となっていま
す。

質問：

結果：

平成26年度行田市民意識調査報告書概要版を差し上げます
平成26年度行田市民意識調査の報告書がまとまりましたので、概要版を12月8日㈪から無料で配布します。

ご希望の方は、広報広聴課または市政情報コーナーまでお越しください（無くなり次第終了）。
なお、内容は市ホームページでもご覧いただけます。

▶問い合わせ　同課広報広聴担当（内線318）

質問：

結果：

今後も行田市に住み続けたいとお考え
ですか。

今後の居住意向は、「一生住み続け
たい」が45.2％と最も多く、「ある程
度住み続けたい」30.2％、「どちらと
もいえない」17.2％、「移転したい」
5.5％となっています。「一生住み続
けたい」と「ある程度住み続けたい」を
合わせた“住み続けたい”は75.4％と
なっています。

質問：

結果：

行田市が、将来どんなまちになったらよいとお考えですか。

行田市の将来像は、「生活環境の整ったまち」（46.5％）が最も多く、次いで「社会
福祉の充実したまち」（40.6％）、「商業や産業が発展し、経済活動が盛んなまち」
（35.2％）、「歴史・文化や自然を生かしたまち」（34.1％）となっています。

市
民
意
識

査
調

一生住み
続けたい
45.2%

ある程度住み
続けたい
　 30.2%

移転したい
5.5%

無回答
1.9%どちらとも

いえない
17.2%

住みよい
17.4%

住みにくい 2.2% 無回答
0.9%

どちらかと
いえば住み
よい
30.0%

どちらかといえば
住みにくい
11.0%

ふつう
38.4%

0 10 20 30 40 50（%）

歴史・文化や自然を生かしたまち
観光資源を生かした観光振興のまち

商業や産業が発展し、経済活動が盛んなまち
生活環境の整ったまち

教育・文化の充実したまち
社会福祉の充実したまち

その他
無回答

34.1
12.9

35.2
46.5

12.7
40.6

1.4
0.7

現在の収集回数・分別方法でよい
収集回数を増やしたほうがよい
収集回数を減らしたほうがよい
分別の種類を増やしたほうがよい
分別の種類を減らしたほうがよい

粗大ごみの有料化を検討したほうがよい
指定ごみ袋の導入を検討したほうがよい

その他
無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80（%）

72.9
21.9

2.7
13.7
8.9
10.5
13.4

4.2
1.5

質問：

結果：

今後、インフラや公共施設などの維持更新コストの増大が見込まれますが、施設・都市機能はどのように
整備すべきだと思いますか。

施設や都市機能整備のあり方については、「中心部に施設などを集約」（17.9％）と「周辺部に配慮しつつ中心
部に集約」（31.6％）を合わせた“中心部に集約”と回答した人が49.5％とほぼ半数を占め、「中心部よりも周
辺部にバランスよく更新」が36.6％、「現状の配置を優先して更新」が9.4％となっています。

0 20 40 60 80 100
（%）

17.9 31.6 9.4 36.6

2.5
中心部に集約　49.5%

2.0 ■中心部に施設などを集約
■周辺部に配慮しつつ中心部に集約
■現状の配置を優先して更新
■中心部よりも周辺にバランスよく更新
■その他
■無回答

自治会などを活用し
て意見を述べたい
14.8%

市政を考える集まり
などに参加したい
7.9%

市の説明会など
に参加して意見
を述べたい
6.6%

電話したり市
役所に行った
りして意見を
述べたい
6.4%手紙や電子メールで

意見を述べたい12.8%
市役所、議会や専門家に
一任したい19.2%

関心がない
23.1%

その他
3.2%

無回答
5.9%

費用は掛かっても行政の
責任で進める
8.2%

費用はできるだけ
掛けず行政の責任
で進める
　　 34.4%

市民や民間と協働で
事業を進める
　　　38.2%

市民や民間でできる
事業は任せて進める
13.5%

その他
2.1%

無回答
3.6%
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　行田市明るい選挙推進協議会と行田市選挙管理委員会が主催する「明るい選挙啓発ポスターコンクール」に、小
学生の部１２７点、中学生の部８点、合計１３５点の応募がありました。審査の結果、小学生の部５点、中学生
の部２点、合計７点が入選（金賞）作品として選ばれました。
　なお、入選作品は次のとおりです。

　
平
成
21
年
11
月
3
日
に
誕
生
し
た
行
田
市
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
こ
ぜ
に
ち
ゃ
ん
」
と
「
フ
ラ

べ
ぇ
」
は
今
年
、
満
5
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
満
5
歳
の
誕
生
を
記
念
し
て
、

両
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
特
別
住
民
票
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
特
別
住
民
票
を
希
望
す
る
方
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
取
得
方
法
　

　
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
・
市
民
課
窓
口
で
交
付

▼ 

そ
の
他
　
市
民
課
で
の
特
別
住
民
票
の
発
行

（
無
料
）
は
先
着
3
千
人
と
し
、
無
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市
民
担
当
（
内
線

２
４
２
）

「
こ
ぜ
に
ち
ゃ
ん
」「
フ
ラ
べ
ぇ
」
の

特
別
住
民
票
を
発
行
し
て
い
ま
す

秋の叙勲

津田　馨 氏
（70歳・城南）
元公立小校長

瑞
宝
双
光
章

木村　靖文 氏
（71歳・持田）
元警視正

瑞
宝
双
光
章

金子　眞康 氏
（76歳・若小玉）
元行田市消防団分団長

瑞
宝
単
光
章

　
こ
の
ほ
ど
、
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は

津
田
馨
氏
が
瑞
宝
双
光
章
に
、
金

子
眞
康
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
危
険
業
務

従
事
者
と
し
て
木
村
靖
文
氏
が
瑞

宝
双
光
章
に
輝
き
ま
し
た
。

市制施行65周年記念事業

小 学 生 の 部 中 学 生 の 部

　日本最大級を誇る本市の田んぼ
アート。現在、その稲わらを使って、
巨大なオブジェを市民の皆さんと協
働で製作しています。巨大なわらアー
ト制作実行委員会では、5メートル
を超える「わらアート」を披露するため、
「わらアートまつり」を開催します。
ぜひ、会場へお越しください。

▼ 日 時　１２月２１日㈰午前１０
時～午後2時※雨天決
行

▼場 所　古代蓮の里

▼主 催　 巨大なわらアート制作
実行委員会

▼そ の 他　 「わらアート」は平成
２７年２月２８日㈯まで
設置する予定です。

▼問い合わせ　同実行委員会事務局
（商工観光課内・内線
382）

　行田の魅力を表現した60秒程度のＣＭを全国から募集し、入賞作品を本市の公式ＰＲ動画として活用する「第
2回行田市ＣＭコンテスト」。本コンテストは市制施行65周年を記念して行われたもので、市内外から13作品も
の応募をいただき、次の4作品が入賞作品として選ばれました。
　どの作品も個性的で、行田の魅力をさまざまな視点から表現しています。入賞作品は、市ホームページ「ぎょ
うだ動画チャンネル」で配信していますので、ぜひご覧ください。

▼期 間　平成２７年１月２１日㈬～３０日㈮

▼場 所　「みらい」談話コーナー

▼ 内 容　 行田市、加須市、羽生市のポスター
コンクール入選作品の展示

▼ そ の 他　30日は午前のみの展示となります。
（月曜日は休館）

▼問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）

わらアートまつり明るい選挙啓発ポスター入選作品を紹介します

第２回 行田市ＣＭコンテスト入賞作品が決定しました

最優秀賞 　 優秀賞 　 審査委員特別賞 　

▶  問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

「行田へＧＯ～」
田中進さん（鴻巣市）

太田西小学校２年
金子 由奈 さん

忍中学校１年
田子 朱里 さん

太田東小学校５年
蓮見 聖愛 さん

泉小学校６年
畠　朱里 さん

工藤市長から特別住民票を
交付されたこぜにちゃんとフラべぇ

太田東小学校５年
射場 あすみ さん

忍中学校２年
高橋 若葉 さん

太田東小学校６年
新井 真結 さん

「歴史に、会いに行こう」
高橋裕子さん、高橋晃子さん

（熊谷市）

「それはどうかな」
長谷川雄大さん（熊谷市）

「四季のあるまち」
馬場歩さん（上尾市）

● ポスター展示会 ●

ぜひ
見てね！
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臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
申
請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
申
請
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　
【
臨
時
福
祉
給
付
金
】　
平
成
27
年
1
月
5
日
㈪　

　
【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】　
平
成
27
年

　
1
月
14
日
㈬

▼ 

注
意
　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に

は
、
申
請
関
係
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
紛

失
な
ど
で
お
手
元
に
な
い
場
合
は
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
担
当
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
・ 

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
は
福
祉
課
臨
時

福
祉
給
付
金
担
当
（
内
線
４
５
８
）

　
・ 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て
は

子
育
て
支
援
課
子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金
担

当
（
内
線
３
９
５
）

　
新
年
の
「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
1
月
号
は
、
12
月

24
日
㈬
に
各
自
治
会
長
宅
ま
た
は
配
布
役
員
宅
へ

配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

　
（
内
線
３
１
８
）

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

市
報
ぎ
ょ
う
だ
平
成
27
年
1
月
号
は
12
月

24
日
に
配
布
し
ま
す

平成27年 消防出初式
　安心安全な行田を担う消防職団員が一堂に会し、市民の
皆さんと共に1年の安全を願い、防火防災思想の普及と消
防職団員の結束を図ることを目的として「行田市消防出初
式」を実施します。

▶期 日
　平成27年1月10日㈯
▶場所・内容
【産業文化会館前・市役
所玄関前】
開会式、消防職団員によ
る各種訓練
【水城公園】
消防車および防災ヘリコ
プターによる一斉放水

行田
市役所

みずしろ

商工センター

水城公園

国道1
25号

至加須

至熊谷

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

▶そ の 他
・ 当日は消防車がサイレンを鳴らしながら走行
しますので、火災と間違わないようご注意く
ださい。
・ 通行止め時間帯は、付近の公共施設の駐車場
は利用できません。
・ 午後2時30分ごろから3時15分ごろにかけ
て、水城公園において一斉放水を行います。
付近にお住まいの方は洗濯物などに水がかか
らないようご注意ください。
▶問い合わせ　消防本部総務課☎550―2120

子育て世帯定住促進奨励金(最大60万円)をご利用ください
　市では、活力あふれる元気な行田の実現を目指し、定住人口の増加を図るため、平成27年度までの期間限定
で市内に定住する子育て世帯の住宅取得を支援しています。

▶ 奨励金の概要　中学生以下の子どもを養育または妊娠22週間以後の出産予定の方がいる子育て世帯が、市内
に住宅を取得し一定要件に該当する場合、次の奨励金を交付します。

市内事業者施工
奨励金

市内在住の世帯が、市内事業者の
施工による住宅を取得した場合

住宅取得価格(税抜き)の
5パーセント
※限度額20万円

転入者住宅取得
奨励金

1年以上市外に居住し、本市に転
入後1年以内の世帯が、住宅を取
得した場合

住宅取得価格(税抜き)の
5パーセント
※限度額40万円

※ ｢転入者住宅取得奨励金｣の該
当世帯が、市内事業者の施工
による住宅を取得した場合は、
併せて「市内事業者施工奨励
金」を交付します。

住まいる行田プロジェクト(官民連携事業)による住宅取得支援
　子育て世帯定住促進奨励金の対象となった方に対し、市内の協力事業者が独自のサービスを提供することで、
官民連携で住宅取得の支援を行っています。

▶ 問い合わせ　企画政策課企画・改革担当(内線311)

住まいる行田プロジェクト

※奨励金や市内協力事業者の特別サービスの詳細については、市ホームページをご覧ください。

市 市内協力事業者

・市内事業者施工奨励金(限度額20万円)

・転入者住宅取得奨励金(限度額40万円)

・ 住宅用太陽光発電システム設置補助
　(一律８万円)

・ 住宅用高効率給湯器設置補助
　(限度額5万円)

+
・ 市内協力建築事業者の施工による特別
サービスの提供

・ 奨励金の一部(上限10万円)を市内共通
商品券で交付

・行田産玄米の贈呈

・行田軽トラ朝市で使用できる買い物券の贈呈

・田んぼアートの田植え体験と稲刈り体験
　への招待

行田市行財政改革プログラムを策定しました
　少子高齢化や人口減少など、社会情勢の変化に
対応した行財政運営を確立し、将来にわたって安
定した行政サービスを提供するためには、さらな
る行財政改革に取り組む必要があります。
　このため、市では、9月に「行田市行財政改革指
針」を策定し、今後における行財政改革の目指す
べき方向性を定めるとともに、本指針に基づいて
行財政改革の具体的な取り組み内容やスケジュー
ルなどを盛り込んだ「行財政改革プログラム」を策
定しました。
　今後、本プログラムに基づき、全庁一丸となっ
て計画的かつ着実に行財政改革を推進していきます。

▶ 計画期間　平成26年度から32年度までの7年間
▶ 推進体制　職員で構成する行政改革推進本部およ
び行財政刷新プロジェクト会議を中心に、全庁的
な連携のもと、スピード感を持って取り組みます。

　 　また、プログラムに基づく取り組みは、「市報
ぎょうだ」や市ホームページなどで適宜公表する
とともに、市民の代表者で構成される行政改革
推進委員会(阿久津彰男会長以下9人)に報告し、
意見や助言をいただきながら、成果の見える改革
を進めていきます。

　※ プログラムの詳細は、市ホームページ、企画政
策課および市政情報コーナーで閲覧できます。

▶問い合わせ　企画政策課企画・改革担当（内線311）

プログラムの主要項目

　行田市行財政改革指針に示した5つの基本方針
に基づく、本プログラムの主要な取り組み項目は
次のとおりです。

（1）行政力の向上～行政運営の改革～
　・事務事業の見直し
　・市有施設の活用、方針検討
　・指定管理者制度の活用
　・公共工事コストの削減
　・行政コストの削減　など
（2）財政力の向上～財政運営の改革～
　・健全な財政運営の推進
　・補助金などの見直し
　・受益者負担の適正化
　・市税などの賦課、徴収強化
　・自主財源の確保　など
（3）組織力の向上～組織人材の改革～
　・効率的な組織体制の推進
　・附属機関などの見直し
　・広域化の推進
　・出資法人などの改革
　・職員の人材育成　
（4）地域力の向上～官民協働の推進～
　・情報共有の推進と対話の拡充
　・協働連携による事業の推進
（5）市民満足度の向上
　　　～市民本位のまちづくりの推進～
　・市民・窓口サービスの向上
　・市民の安心安全の確保
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きもちリフレッシュ講演会

新春初笑い！
落語家に学ぶストレス解消
発声法講座

も
医
療
費
受
給
資
格
証
、
利
用
料

▼ 

利
用
料
金
　
2
千
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
無
料
）

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
子
育
て
支
援
担
当
（
内

線
２
６
２
）

南
河
原
保
育
園
の
煙
突
撤
去
工
事

に
伴
い
園
舎
な
ど
を
移
転
し
ま
す

　
南
河
原
保
育
園
の
煙
突
撤
去
工
事
に
伴
い
園

児
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、一時
的
に
「
つ
ど

い
の
広
場 

み
な
み
か
わ
ら
」
へ
園
舎
を
移
転
し

ま
す
。
ま
た
、
園
舎
の
移
転
に
伴
い
「
つ
ど
い
の

広
場 

み
な
み
か
わ
ら
」
に
つ
い
て
は
南
河
原
支

所
内
南
河
原
学
童
保
育
室
で
実
施
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間
　
平
成
27
年
1
月
5
日
㈪
〜
31
日
㈯

南
河
原
保
育
園

・ 

移
転
先　
つ
ど
い
の
広
場 

み
な
み
か
わ
ら

（
南
河
原
２
６
１
１
―
2
）

・
電
話
番
号　
５
５
７
―
３
２
３
４

つ
ど
い
の
広
場 

み
な
み
か
わ
ら

・ 

移
転
先　
南
河
原
支
所
内
南
河
原
学
童
保
育

室
（
南
河
原
７
９
０
）

・ 

開
所
日
時　
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
2
時

・ 

電
話
番
号　
５
５
７
―
３
３
３
１
（
工
事
期

間
中
の
み
）

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

担
当
（
内
線
２
９
２
）

　
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
と
は
、
保
護
者
の

就
労
な
ど
に
よ
り
、
病
気
や
病
気
回
復
期
の
子

ど
も
を
保
育
で
き
な
い
と
き
に
、
子
ど
も
を
預

か
る
施
設
で
す
。
な
お
、
施
設
で
は
看
護
師
と

保
育
士
が
保
育
を
行
い
ま
す
の
で
、
安
心
で
す
。

　
「
子
ど
も
が
病
気
だ
け
ど
、
ど
う
し
て
も
仕

事
が
休
め
な
い
」「
冠
婚
葬
祭
が
入
っ
て
し
ま
っ

た
」「
保
護
者
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ

ん
な
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

施
設
　
病
児
・
病
後
児
保
育
所
「
げ
ん

き
キ
ッ
ズ
」
☎
０
９
０
―
８
１
１
１
―

８
７
５
１
（
小
見
１
４
０
４
―
1
）

▼
対
象
　
乳
幼
児
〜
小
学
3
年
生

▼ 

保
育
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時
〜
午

後
6
時

▼ 

利
用
方
法
　

① 

事
前
に
施
設
へ
病
児
・
病
後
児
保
育
利
用

者
登
録
書
（
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
「
げ

ん
き
キ
ッ
ズ
」
で
配
布
）
を
提
出
す
る
。

② 

主
治
医
ま
た
は
小
児
科
医
の
診
察
を
受

け
、
病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
申
請
書
の

医
師
確
認
欄
に
記
入
し
て
も
ら
う
。

③ 
前
日
ま
で
に
施
設
へ
利
用
予
約
を
す
る
。

④ 
利
用
日
当
日
は
、
次
の
も
の
を
持
参
の

上
、
来
所
す
る
。

▼ 

利
用
日
当
日
に
持
参
す
る
も
の
　
利
用
申
請

書
、
印
鑑
（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
）、

保
育
を
行
う
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
、
子
ど

1213

ご
利
用
く
だ
さ
い

病
児
・
病
後
児
保
育

　笑ったり声を出したりすることは、
免疫機能が活発になるだけでなく、ス
トレス解消にも効果があります。お腹
の底から声を出して、新春を晴れやか
な気持ちで迎えましょう。
▶日 時　 平成27年1月9日㈮午後

2時～ 4時（開場は午後1
時30分）

▶場 所　商工センターホール
▶内 容　 柳家小団治さん（落語家）

による講演「落語家に学
ぶストレス解消発声法＆
あなたも落語家体験講
座」

▶定 員　150人（先着順）
▶入 場 料　無料
▶申し込み・問い合わせ　
　 12月25日（木）までに電話で保健セ
ンター健康づくり支援担当（市役所
内・内線378）

　今年の国民健康保険特定健康診査、後期高齢者健康診査はもう
受けましたか。
　健診期間は、平成27年2月28日（土）までです。自覚症状なく
進む生活習慣病の発病や重病化の予防を図るため、健診は重要な
役割を担っています。健診を毎年受けて、自分の健康状態をチェッ
クしましょう。
・対象の方には5月下旬に受診券を送付しています。
・ 実施できる医療機関など、詳しくは受診券に同封の「健康診査の
ご案内」をご覧になるか、保険年金課まで問い合わせください。

・ 平成26年10月6日時点で行田市国保特定健診の受診を確認で
きなかった方には、11月に行田市国保特定健診の案内はがきを
送付しました。

　※ 今年度既に受診している場合や、国保の資格を喪失した場合
は、行き違いですのでご容赦ください。

▶問い合わせ　 【国保特定健診】保険年金課国保担当(内線271)
　　　　　　　【後期高齢者健診】同課医療担当(内線226)

国保マスコット
健康まもるくん

　これまで、公的年金（遺族年金・障害年金・老齢年金・労災年金・遺族補償など）を受給している方は、母子
家庭や父子家庭などの方に支給される児童扶養手当を受給できませんでした。しかし、12月1日㈪から公的年
金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。
　新たに児童扶養手当を受給するためには、子育て支援課での申請が必要です。

▶今回の改正により新たに手当を受給できる場合　
　・ 子どもを養育している祖父母などが、低額の老齢年

金を受給している場合
　・ 父子家庭で、子どもが低額の遺族厚生年金のみを受

給している場合
　・ 母子家庭で、離婚後に父が死亡し、子どもが低額の

遺族年金のみを受給している場合 など

▶支給開始日　
　手当は、申請の翌月分から支給開始となります。
　※ これまで公的年金を受給していたことで、児童扶養

手当が受給できなかった方のうち、12月1日に支
給要件を満たしている方が、平成27年3月までに
申請した場合は、12月分の手当から受給されます。
なお、12月～平成27年3月分の手当は、平成27
年4月10日㈮に支払われます。

▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線262）

12月1日から児童扶養手当の一部が改正されます

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
方
（
協
力
会
員
）
と

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
依
頼
会
員
）
と

の
間
の
相
互
援
助
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
あ
ら
か
じ
め
会
員
登
録
が
必
要

で
、
会
員
間
の
利
用
調
整
は
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
で
は
、
随
時
育
児
の
援
助
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
育

て
経
験
か
ら
得
た
育
児
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
い
方
、
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
自
身
の
余
暇

時
間
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
な
ど
、
多
く
の
方
の
登
録
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動
内
容
　

　
・ 

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
お
よ
び
学
童

保
育
室
な
ど
へ
の
送
迎
、
下
校
後
・
降
園

後
の
一
時
預
か
り

　
・ 

冠
婚
葬
祭
や
学
校
行
事
な
ど
、
保
護
者
の

突
発
的
な
外
出
時
の
一
時
預
か
り

▼ 

応
募
条
件
　
市
内
在
住
の
方
※
送
迎
を
行
う

方
は
、
普
通
運
転
免
許
証
お
よ
び
自
家
用
車

を
所
有
し
て
い
る
こ
と

▼ 

謝
礼
　
協
力
会
員
に
は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
謝
礼
を
支
払
い
ま
す
。

　
・ 【
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前

7
時
〜
午
後
7
時
】
30
分
当
た
り
３
５
０

円

　
・【
右
記
以
外
】
30
分
当
た
り
４
０
０
円

　
・ 【
連
絡
手
数
料
】
１
回
の
活
動
に
つ
き

１
０
０
円

▼ 

登
録
先
　
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
子
育

て
支
援
課

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
協
議
会
☎
５
５
０
―
７
６

２
０
ま
た
は
同
課
保
育
担
当
（
内
線
２
６

３
）平

成
27
年
度
　
小
・
中
学
校
の
き
ら

き
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
な

ど
で
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
学
校
生
活
上
の
補

助
を
行
う
「
き
ら
き
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
ま
す
。
資
格
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
。
特
別

支
援
教
育
に
理
解
の
あ
る
方
、
子
供
た
ち
に
関

わ
る
仕
事
の
経
験
が
あ
る
方
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

勤
務
時
間
　
原
則
、
勤
務
校
の
始
業
時
刻
か

ら
終
業
時
刻
ま
で
（
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど

長
期
休
業
日
は
勤
務
な
し
）

▼
勤
務
場
所
　
市
内
の
小
・
中
学
校

▼ 

賃
金
　
時
給
８
３
０
円
（
交
通
費
な
ど
の
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼ 

選
考
方
法
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
2
月

上
旬
〜
中
旬
）

▼ 

申
し
込
み
　
学
校
教
育
課
で
配
布
し
て
い
る

指
定
の
履
歴
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
平
成
27
年
1
月
9
日
㈮
ま
で
に
持
参

ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。【
持

参
・
郵
送
】
〒
３
６
１
―
０
０
５
２ 

行
田

市
本
丸
2
―
20 

行
田
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
指
導
担
当
☎
５
５
６
―

８
３
１
６

行
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

今年の行田市国保特定
健診、後期高齢者健診
はもう受けましたか

児童扶養手当の月額
・子ども1人の場合
　【全部支給】41,020円
　【一部支給】 41,010円～ 9,680円（前年の所

得に応じて決定されます）
・子ども2人以上の加算額
　【2人目】5,000円
　【3人目以降】1人につき3,000円
※ 受給している年金額が手当額より低いかど
うか、確認してください。
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毎
年
1
月
1
日
は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
調
製
の
基
準
日
で
す
。

　
こ
の
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
農

業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
と
な
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

▼
要
件
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　
・
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

　
・
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
・ 

耕
作
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
を
営
む

方
、
ま
た
は
そ
の
同
居
の
親
族
も
し
く
は
配

偶
者

　
・ 

耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

の
方

▼ 

申
請
方
法
　
昨
年
登
載
し
た
方
に
は
、
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
未
登
載
で
登
載
を
希
望
す
る
方

は
、
同
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
委
員
会
（
内
線
２
１
９
）

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
道

路
な
ど
の
整
備
に
関
す
る
要
望
の
事
業
化
に
当
た

り
、
よ
り
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
し
、
か
つ
効

率
的
な
事
業
執
行
が
図
れ
る
よ
う
、「
行
田
市
生

活
道
路
等
整
備
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
の
行
田
市
生
活
道
路
等
整
備

事
業
評
価
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
な
お
、
事
業
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
場

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所
お
よ
び
内
容

【
道
路
治
水
課
】
生
活
道
路
や
生
活
排
水
路
の

整
備
要
望
に
関
す
る
事
業
評
価

【
農
政
課
】
農
道
や
農
業
用
用
排
水
路
の
整
備

要
望
に
関
す
る
事
業
評
価

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
・ 

道
路
新
設
改
良
に
つ
い
て
は
道
路
治
水
課
道

路
建
設
担
当
、
道
路
維
持
修
繕
に
つ
い
て
は

同
課
維
持
補
修
担
当
、
排
水
路
整
備
に
つ
い

て
は
同
課
治
水
担
当
※
い
ず
れ
も
☎
５
５
０

―
１
５
５
３

　
・ 

農
道
や
農
業
用
用
排
水
路
整
備
に
つ
い
て
は

農
政
課
耕
地
担
当
（
内
線
３
８
８
）

第
3
期
納
期
限
　
12
月
25
日
㈭

　
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
供
用
開
始
と
な
っ

た
時
点
で
、
使
用
の
有
無
を
問
わ
ず
土
地
の
面
積

に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
負
担
金
の
納
付

に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売
買
・

相
続
な
ど
に
よ
り
受
益
者
の
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
業
務
担
当
☎
５
６
４
―

０
３
０
３
（
前
谷
1
―
1
水
道
庁
舎
内
）

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を

お
支
払
い
の
方
へ

　新米のシーズン到来

　稲の刈り入れが終わり、市内には平成26年産の
新米が販売されるようになりました。
　今年も市内の農家の皆さんや、ＪＡほくさい、埼
玉県などの関係者が力を合わせておいしい行田産の
米「浮城のめぐみ」ができました。「浮城のめぐみ」
は、県の推奨する特別栽培基準に合わせ、減肥料・
減農薬で栽培された
安心安全なおいしい
米です。次の店舗で
販売していますので、
ぜひお買い求めくだ
さい。

▶取扱店舗

安心安全な行田ブランド米をどうぞ
　冬野菜をどうぞ！

　12月から平成27年2月までの3カ月間、行田軽
トラ朝市の開催時間は冬季時間に変わります。ご来
場の際は、お間違えのないようご注意ください。

▶今後の開催スケジュール

▶場所　産業文化会館南側芝生広場

▶ 問い合わせ　行田軽トラ朝市実行委員会事務局
（農政課内・内線386）

▶ 問い合わせ　行田ブランド米検討委員会(農政課
内・内線387)

店舗名 住　所 電　話

㈲大野政市郎商店 　桜町2－27－10 　556－2777

  ㈲柴田商店 　向町6－19 　556－2720

  ㈱ソメノ 　中央10－7 　0120－102－242

  ㈱むかさ商店 　忍2－11－15 　553－2741

期　　日 時　　間

  12月21日㈰

  午前9時～11時  平成27年1月18日㈰

  平成27年2月15日㈰

  平成27年3月15日㈰   午前8時～10時

※ 販売状況などに
より終了が早ま
る場合があります。
※ 荒天時は中止と
なる場合があり
ます。

  行田軽トラ朝市は
  12月から冬季時間に変わります

　
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
不
用

品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
紹
介
制
で
、
紹
介
後

は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
品
は
無
料
で
登
録

期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登
録
の
際
に
写

真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６
―
９
５
３
０
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
０
７
９
２

不
用
品
情
報

さしあげます

ゆずってください

▷テレビ台　▷スリッパ立て　▷将棋盤　▷電動マッサー
ジチェア  ▷たんす  ▷学習机セット  ▷ベビーカー  ▷猫
用キャリーケース　▷猫用トイレ　▷石油ファンヒーター

▷子ども用二輪車（ペダル無し）　▷手織り機　▷工業
用ミシン　▷大人用自転車　▷折り畳み自転車　▷
チャイルドシート　▷電子ピアノ　▷電動アシスト付
き自転車　▷ブルーレイレコーダー　▷車椅子　▷折
り畳み式電動ベッド　▷ハンドベル　▷ソファベッ
ド　▷ロッカー（鍵付き）　▷シルバーカー（折り畳み式）　
▷エアコン　▷衣類乾燥機　▷冷凍庫　▷ファンヒー
ターガード　▷犬小屋　▷ダイニングテーブルセット

　平成27年1月11日㈰から、市内を運行している
熊谷駅発着の路線バスが廃止となります。なお、廃
止に関する詳細については、朝日自動車株式会社加
須営業所に問い合わせください。

▶廃止についての問い合わせ
朝日自動車株式会社加須営業所
☎0480―61―7330

▶ 問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当
（内線252）

路線バスの廃止について
　式場棟建設の付帯工事として、現在の待合棟事務
室内に総合監視盤の設置工事を行います。このため、
12月8日㈪～平成27年2月20日㈮の間で、斎場
内式場を利用できない日が発生します。詳細につい
ては、市民課まで問い合わせください。ご迷惑をお
掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　同課市民担当(内線242)

斎場内式場の利用について

　「一日環境によいことをする日」を決めて、チェッ
クシートを基に、省エネ・省資源など環境に配慮し
た生活を送る「エコライフＤＡＹ」。市では、参加
する自治会、団体、企業を募集しています。「エコ
ライフＤＡＹ」に参加して、今のライフスタイルを
見直してみませんか。

▶対 象　参加者3人以上の自治会・団体・企業
▶ そ の 他　個人での参加は、環境課または各公民
館で配布しているチェックシートに記入してく
ださい。また、行田環境市民フォーラムの協力に
より回収ボックスを各公民館に設置していますの
で、ご利用ください。
▶ 申し込み・問い合わせ　12月26日㈮までに同課
環境政策担当☎556―9530

ご参加ください 
冬のエコライフDAY

　最近、可燃ごみと不燃ごみが同じ袋の中で混ざっ
た状態で出されており、集積所を管理している地
区の皆さんが迷惑しています。また、可燃ごみの
袋の中にスプレー缶や使い捨てライターなどが
入っていたこともあります。爆発や火災につなが
る危険性があるので、絶対にやめてください。
　なお、段ボールは資源物です。紙布類の収集日
に所定の場所に出
すようお願いしま
す。
　ごみ出しルール
を守り、安心して
暮らせるきれいな
まちにしましょう。

▶ 問い合わせ  環境
課環境業務担当
　☎556―9530

ごみ出しルールを守りましょう
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固定資産税に関するご案内

行田さくらロータリークラブが
自転車を寄贈

税務課からのお知らせ

行田市自転車安全利用促進条例（案）の
意見を募集します

　

市
で
は
、
火
災
に
よ
り
自
宅
な
ど
を
焼
失

し
、
緊
急
に
別
の
住
ま
い
を
必
要
と
す
る
方

（
世
帯
主
）
へ
、
民
間
賃
貸
住
宅
を
あ
っ
せ
ん

す
る
他
、
家
賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
要
件
　

　
・ 

火
災
の
原
因
が
、
そ
の
世
帯
に
属
す
る
方

の
故
意
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と

　
・ 

火
災
発
生
時
、
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

た
こ
と

　
・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　
・ 

そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
全
員
が
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と

▼ 

補
助
金
の
限
度
額
　
月
額
4
万
1
千
５
０
０

円
（
敷
金
お
よ
び
礼
金
な
ど
を
除
く
）

　
※ 

月
の
途
中
で
賃
貸
借
契
約
を
締
結
お
よ
び

解
約
し
、
家
賃
額
が
日
割
り
計
算
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
額
と
補
助
限
度
額
を
同
じ

日
数
で
日
割
り
計
算
し
、
い
ず
れ
か
低
い

額
を
補
助
し
ま
す
。

▼ 

補
助
金
交
付
期
間
　
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
3
カ
月
以
内

▼ 

そ
の
他
　
申
し
込
み
時
の
提
出
書
類
な
ど
詳　

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
建
築
課
住
宅
管
理
担
当
☎

５
５
０
―
１
５
５
４

1617

火
災
に
遭
わ
れ
た
方
へ

民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

　11月11日、郷土博物館会議室で開催さ
れた行田さくらロータリークラブ11月第
2例会において、自転車の寄贈式が行われ
ました。
　このたび寄贈された10台の自転車は、
観光レンタサイクル用として活用されま
す。同クラブの半田会長から目録を受け
取った工藤市長は「現在市では、観光拠点
を自転車でまわっていただくポタリング事
業に力を入れているので、有効に活用させ
ていただきます」と感謝の言葉を述べまし
た。
▶問い合わせ　
　商工観光課観光担当（内線382）

　市では、自転車利用者などの責務を明らかにし、自転車に関
わる事故の未然防止や自転車の安全な利用促進を図るため、条
例の制定を進めています。このたび、本条例の制定に当たり、
市民の皆さんから意見を募集します。

▶意見募集期間　12月22日㈪まで
▶閲覧場所　防災安全課、市政情報コーナー、市ホームページ
▶ 意見提出方法　住所、氏名（法人や団体の場合は名称と代表
者氏名）、電話番号を明記の上、持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメー
ルのいずれかの方法で提出してください（様式自由）。【持参・
郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市防災安全課 
【ＦＡＸ】556―2117 【Ｅメール】 bosai@city.gyoda.lg.jp
▶提出された意見について　
　 　個人を特定できないよう
に編集し、概要を公表しま
す。また、意見に基づいて
修正を行った場合には、そ
の内容を公表します（公表場
所は閲覧場所と同じ）。なお、
個別には回答はしません。
▶問い合わせ　
　同課交通担当（内線284）

固定資産税に関する
土地現況調査を行っています

　市では現在、市内の土地の利用
状況について現況調査を実施して
おり、「職員証」を携帯した職員が
2人1組で行っています。本調査に
ご理解ご協力をお願いします。
　なお、土地の利用状況を変更し
た場合は、税務課までご連絡くだ
さい。その後、職員が現況調査を
行います。
▶ 問い合わせ　同課資産税担当（内
線233・234）

　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住みよいまちづくりを行っています。税金は、
皆さんの生活に欠かすことのできない行政サービスを推進するための大切な財源です。
　税金は、納期限内に納めていただくことが原則です。「うっかり」といった悪意のない納め忘れの場
合でも、納期限内に納付しないと法律に基づき差押えという滞納処分を受けることがあります。

平成25年度差押えなどの実績
差押え財産 件数

預貯金 ４７件
給与・年金 ３６件
生命保険 ６７件
所得税還付金 １９件
動産 3件
自宅の捜索 2件
合計 174件

納税相談はお早めに
　病気や失業などやむを得ない事情に
より納付が困難な方は、早めにご相談
ください。
　また、市役所の通常業務時間内に来
庁できない方のために、次のとおり納
税相談窓口を開設していますので、ご
利用ください。

休日・夜間窓口　
●休日　  毎週日曜日の午前8時30分

～正午(年末年始を除く)
●夜間　  毎週火曜日の午後5時15分

～ 7時(年末年始、祝日を
除く)

●場所　収納課収納担当

▶問い合わせ　 同課収納担当
　　　　　　　(内線236・237)

口座振替をご利用ください
　市税の納付には、安心・確実・便利な口座振替をぜひご利用くだ
さい。市内の金融機関または市役所で申し込みできます。

コンビニで納付できます
　休日・夜間、時間を問わずに納付できますので、ぜひご利用くだ
さい。なお、納期限を過ぎた納付書など、取り扱いができない場合
がありますので、ご注意ください。

電話での納付確認を実施中
　市税の未納がある方に「行田市納税コールセンター」から、電話で
の納付確認と納付の呼び掛けを行っています。

滞納処分の流れ
◎督促状・催告書の発送

納期限までに納付がない場合に発送
◎財産調査

督促状や催告書を発送しても納付がない場合は、勤務
先、金融機関、生命保険会社、取引先、日本年金機構
などに財産調査を実施します。

◎差押え
財産を差し押さえます。

◎取立・公売
差し押さえた財産を強制的に取り立てしたり、公売し
たりするなどして金銭に換え、滞納している税金に充
当します。

督促状発送後、10日を経過した日までに完納しないときは、

「滞納者の財産を差し押さえなければならない」と法律で規定されています。

滞納整理強化期間実施中

公平な税負担を確保するために　固定資産税・都市計画税は、毎年１月１日現在の登記簿上の名義人
に課税されます。
　このため、売買契約などが行われていたとしても、１月１日までに
所有権移転登記が済んでいない場合は、前の所有者に課税されますの
で、ご注意ください。また、家屋を取り壊した場合には、次のとおり
手続きを行ってください。

《登記家屋を取り壊した場合》
①滅失登記をする
　
②滅失登記をしない ⇒  ⇒ 　
　

《未登記家屋を取り壊した場合》
　 ⇒  ⇒ 　

　これらの手続きが行われない場合には、税務課で家屋の取り壊しを
確認できないことがあります。「家屋取壊届出書」は、税務課で配布し
ている他、市ホームページからダウンロードすることができます。

▶問い合わせ　同課資産税担当(内線233・234)

法務局から市役所に通知
現地確認 課税台帳から削除

市役所に取壊届出書を提出

市役所に取壊届出書を提出 現地確認 課税台帳から削除
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市役所・南河原支所
12月２７日（土）～１月４日（日）
※ 12月28日(日)、1月4日(日)の市役所本庁の日曜開庁は通常どおり
実施します。

▶問い合わせ　企画政策課企画・改革担当(内線309・311)
　　　　　　南河原支所 ☎557－0001

総合福祉会館「やすらぎの里」
社 会 福 祉 協 議 会 12月２７日（土）～１月４日（日）
総 合 福 祉 会 館 貸 館 12月２９日（月）～１月３日（土）
機能回復訓練（訓練室） 12月２８日（日）～１月５日（月）
機能回復訓練（プール） 12月２６日（金）～１月７日（水）

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎557－5400

福祉関係の施設
老人福祉センター「大堰永寿荘」 12月29日（月）～1月6日（火）
老人福祉センター「南河原荘」 12月29日（月）～1月6日（火）
障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 12月27日（土）～1月4日（日）
学 童 保 育 室 12月28日（日）～1月4日（日）
き っ ず プ ラ ザ あ お い 12月29日（月）～1月3日（土）

▶問い合わせ　老人福祉センター「大堰永寿荘」☎557－2486
　　　　　　老人福祉センター「南河原荘」☎557－2105
　　　　　　障害者福祉センター ☎553－2181
　　　　　　学童保育室、きっずプラザあおいは子育て　
　　　　　　支援課（内線263）

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館

教育関係の施設
中 央 公 民 館 12月29日（月）～1月3日（土）
図 書 館 12月28日（日）～1月5日（月）
教 育 研 修 セ ン タ ー 12月27日（土）～1月4日（日）
郷 土 博 物 館 12月27日（土）～1月3日（土）
地 域 公 民 館 12月29日（月）～1月3日（土）

▶問い合わせ　中央公民館 ☎556－2649
　　　　　　　図書館 ☎556－4227
　　　　　　　教育研修センター ☎556－6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎554－5911

スポーツ関係の施設
総合体育館
総合公園（野球場、庭球場、弓道場）
富士見公園（野球場、庭球場）
門井球場

12月29日（月）
　　～1月3日（土）

市民プールおよび市民プール会議室 12月25日（木）
　　～1月7日（水）

▶問い合わせ　行田グリーンアリーナ ☎553ー3377
　　　　　　　市民プール ☎555ー2455

コミュニティー関係の施設
コミュニティセンター南河原

12月29日（月）～1月3日（土）
婦 人 ホ ー ム

▶問い合わせ　地域づくり支援課（内線253）

その他の施設

産 業 文 化 会 館 12月29日（月）～1月3日（土）
※12月27日(土)は館内消毒のため臨時休館

は に わ の 館 12月27日（土）～1月5日（月）
シルバー人材センター 12月27日（土）～1月4日（日）

古 代 蓮 会 館
12月26日（金）～1月5日（月）
※１月１日（木）は迎春企画のため午前６時から
　９時まで特別開館

古 代 蓮 の 里 売 店 12月26日（金）～1月5日（月）
古 代 蓮 の 里 う ど ん 店 12月26日（金）～1月6日（火）

▶問い合わせ　産業文化会館 ☎556－6371
　　　　　　　はにわの館 ☎55９－4599
　　　　　　　行田市シルバー人材センター☎556－5221
　　　　　　　古代蓮会館 ☎559－0770
斎場

12月
28日
(日)

12月
29日
(月)

12月
30日
(火)

12月
31日
(水)

1月
1日
(木)

1月
2日
(金)

1月
3日
(土)

火葬 ○ ○ ○ × × × ○

式
場

告別式 × × × × × × ×

通夜 × × × × × × ×

※○印は行う業務、×印は休業となる業務
▶問い合わせ　市民課（内線242）

市内循環バス
運 休 期 間 12月29日（月）～1月3日（土）

▶問い合わせ　地域づくり支援課（内線252）

水道業務
休 業 期 間 12月27日（土）～1月4日（日）

※１月４日㈰の休日納付は通常どおり実施します。
▶問い合わせ　水道課 ☎553－0131

環境課関係の業務

可燃・不燃ごみ
12月27日（土）～1月4日（日）
※12月30日（火）は全地区臨時収集
　します

不 燃 ご み

12月27日（土）～1月4日（日）
※ 月・木曜日に収集している地区は、
１２月２９日（月）に、火・金曜日
に収集している地区は１２月３０日
（火）に臨時収集します。

粗大ごみ・有害
ご み・ 資 源 物 12月28日（日）～1月4日（日）

※ごみ収集日は地区により異なりますのでご注意ください。
▶問い合わせ　環境課 ☎556－9530

V I V A ぎ ょ う だ 12月29日（月）～1月3日（土）

▶問い合わせ　VIVAぎょうだ ☎556－9301

商工観光関係の施設
商 工 セ ン タ ー

12月29日（月）～1月3日（土）観 光 案 内 所
ぶ ら っ と ♪ ぎ ょ う だ

▶問い合わせ　商工観光課（内線382・383）

競技種目 対　　象 スタート時間 参加料 定　員

ハーフ

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時30分

3,500円
高校生
1,500円

2,000人

男子40歳代の部　

男子50歳代の部　

男子60歳以上の部　

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳代の部　

女子50歳以上の部　

10km

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時20分 1,000人

男子40歳代の部

男子50歳代の部

男子60歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳代の部　

女子50歳以上の部　

 5km

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時10分

3,500円
高校生
1,500円

中学生
500円

ー

男子40歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳以上の部　

男子中学生の部

女子中学生の部

 1km

小学6年生男子の部

午前8時50分

500円 ー

小学5年生男子の部

小学4年生男子の部

小学6年生女子の部

午前9時
小学5年生女子の部

小学4年生女子の部

ジョギング

第31回行田市鉄剣マラソン大会参加者募集
　古代蓮の里を会場に、埼玉古墳群を走り抜けるコースで開催し
ます。
　また、ゲストランナーに増田明美さん(行田市健康・スポーツ
アドバイザー )をお迎えする他、さまざまな企画を用意していま
すので、ぜひご参加ください。

▶日 時　平成27年4月5日㈰※雨天決行
　　　　　　午前8時10分開会式
▶場 所　古代蓮の里からさきたま古墳公園を含む周回コース

▶申込方法
【振替払込】所定の｢払込取扱票｣に全て記入の上、
最寄りのゆうちょ銀行・郵便局で参加料を添えて
申し込みください(必ず1人1枚使用してください)。
※ 振込手数料として130円(ＡＴＭの場合は80円)
が掛かります。

【インターネット】大会ホームページ(http://
tekken-marathon.jp/)から申し込みできます。
参加料などの支払い方法は、
ホームページに記載しています。
※ 定員になり次第申し込みを締
め切ります。

【2次元バーコード】携帯電話
からも申し込みできます。

▶申込締切
　【振替用紙】12月19日㈮まで※当日消印有効
　【インターネット】平成27年1月30日㈮まで
▶注意事項
　・大会当日の参加申し込みはできません。
　・ 参加申し込み者に対して、事前に計測チップ・

ナンバーカードなどを送付します。
　・ 駐車場はありませんので、ＪＲ行田駅もしくは

総合公園からの送迎バスをご利用ください。
▶主 催　行田市体育協会
▶ 共 催　行田市、行田市教育委員会、(公財)行
田市産業・文化・スポーツいきいき財団

▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556―8336

※ 対象は大会日を基準とします。ただし、小・中学生、高校生は
進級学年とします。

　 例申し込み日現在、小学6年生の児童は中学1年生としての申
し込みとなります。

▶ 制限時間　ハーフマラソンの部は2時間30分、10キロメート
ルの部は1時間30分、5キロメートルの部は40分(いずれもゴー
ル地点)

　※ ハーフマラソンの部は、9キロメートル地点(スタートから1
時間5分)、16キロメートル地点(スタートから1時間55分)
で通過制限時間を設定します。制限時間後は、交通規制を解
除するため、レースの継続はできません。

▶ 表 彰　各部門1位～ 5位に賞状、賞品(ジョギングの部を
除く)※完走者には、完走記録証を即日発行します。

（　　　     ）

（　　　     ）
（　　　  ）
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
和田1165
（総合公園管理事務所）
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

20

乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
場 所　 「行田グリーンアリーナ」研修室・会議室
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日 時　平成27年1月6日㈫午前９時30分～11時
場 所　 総合公園管理事務所
対 象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 平成27年1月6日㈫午前10時30分～11

時30分（午前10時15分から受け付け)
場 所　 総合公園管理事務所
対 象　 平成26年７月15日～８月14日生まれの

お子さんがいる方

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に問
い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口
につながります(携帯電話可)。

・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前９時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガイダ
ンスにしたがってボタン１を押すと相談窓口につながり
ます(携帯電話可)。

・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

子どもの健康 休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

12月21日（日) 壮幸会行田総合病院 1月 4日（日) 清幸会行田中央総合病院

12月23日（火) 清幸会行田中央総合病院 1月11日（日) 壮幸会行田総合病院

12月28日（日) 壮幸会行田総合病院 1月12日（月) 清幸会行田中央総合病院

　20歳以上の成人の8人に1人が、新たな国民病と
いわれる慢性腎臓病を患っていると考えられていま
す。腎臓は血圧を調整したり、貧血を防いだりするな
ど、重要な役割がたくさんあります。今回は、その腎
臓の機能について健診結果から分かることや、腎臓を
守る生活について学びます。

日 時　 平成27年1月30日㈮午後2時～ 4時(午
後1時45分から受け付け）

場 所　総合公園管理事務所
内 容　・ 川島治さん(清幸会行田中央総合病院院

長)による講義｢腎臓の病気｣
　　　　　・ 保健師による講話｢腎臓を守る生活

チェック、生活のポイントについて｣

肝
かんじん

腎かなめの腎臓！腎臓病よぼう教室

年末年始の在宅当番医（12月31日～1月3日）

医療費助成制度の受給資格登録申請はお済みですか
こころの相談 (要申し込み)
日 時　12月17日㈬　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　総合公園管理事務所
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

おとなの健康

　市では、歯科疾患の予防などによる歯および口
こうくう
腔の健康の保持、増進のために条例を制定することになりまし

た。このたび、条例(案)がまとまりましたので、市民の皆さんから意見を募集します。

意見募集期間　12月8日㈪～ 26日㈮
閲覧場所　保健センター、市政情報コーナー、市ホームページ
意見提出方法　住所、氏名、電話番号を明記の上、持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方法で提出して
ください(様式自由)。
【持参・郵送】〒361―0061 行田市和田1165 行田市保健センター
【ＦＡＸ】555―2551　【Ｅメール】hoken-s@city.gyoda.lg.jp
提出された意見について　個人を特定できないように編集し、概要を公表します。また、意見に基づいて修正を
行った場合には、その内容を公表します(公表場所は閲覧場所と同じ）。なお、個別には回答はしません。

行田市歯と口腔の健康づくり条例(案)について意見を募集します

期　日 医療機関名 電　話 診療科目

12月31日(水)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科・小児科・外科

  赤井胃腸科　 553ー2233  内科・外科

  根本医院　 555ー1261  内科・小児科

  松井歯科医院　 559ー0605  歯科

  1月1日(木)

  清幸会行田中央総合病院 553ー2000  内科・小児科・外科

  さかつめ内科医院　 553ー5202  内科・小児科

  耳鼻咽喉科 細沼医院 556ー3284  耳鼻咽喉科　

診療時間　午前10時～午後5時(歯科は午前10時～正午)
期　日 医療機関名 電　話 診療科目

  1月2日(金)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科・小児科・外科

  石井クリニック 555ー3519  整形外科

  加藤内科医院　 556ー3253  内科

  ともみつ歯科医院　 554ー8355  歯科

  1月3日(土)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科・小児科・外科

  行田岡田医院 557ー2311  内科・外科

  坂本眼科　 555ー2440  眼科

  高綱歯科医院 556ー5232  歯科

　　　　　・ 管理栄養士による講話｢塩分摂取、適正
チェック｣

　　　　　※ みそ汁を持参していただければ、塩分濃
度を測定します。　　　　　　　　

定 員　20人(先着順)
持 ち 物　 健康診査などの結果、健康手帳、筆記用具、

みそ汁(希望者)
申し込み　 平成27年1月15日㈭までに直接または

電話で保健センター

制度名 対　　象 助成内容 手続きに必要なもの 受給資格の適用時期

子ども医
療費助成
制度

市内に住所を有し、健康保
険に加入している15歳に達
する日以後、最初の3月31
日までの子ども

保険診療の一
部負担金およ
び入院時の食
事療養標準負
担額

・ 健康保険証(子どもの名前が記載されている
もの）
　※ 出生の場合、子どもの保険証ができるまで日数

がかかりますので、事前に預金通帳・印鑑を持
参の上、登録申請をしてください。なお、保険
証ができましたら改めて持参してください。

・保護者名義の預金通帳
・印鑑(朱肉を使用するもの）
・外国人の方は在留カード

原則として、申請日
から適用されます。
ただし、出生や転入
などの場合、その翌
日から起算して15
日以内に登録申請す
ると、出生日または
転入日から適用され
ます。

ひとり親
家庭等医
療費助成
制度

市内に住所を有し、健康保
険に加入している下記の方
① ひとり親家庭等の18歳に
達した日の属する年度末
までの子ども（一定の障
害がある子どもは20歳未
満）

② ①の子どもを養育する母、
父または養育者

保険診療の一
部負担金
※ 市民税が課
税となって
いる方は、
自己負担金
が掛かりま
す。

・ 健康保険証(対象になる方のもの）
・預金通帳
・印鑑(朱肉を使用するもの）
・外国人の方は在留カード
　※ 所得審査を実施しています。上記以外に所
得証明書や住民票などが必要となる場合が
ありますので、申請前にご相談ください。

原則として、申請日
から適用されます。
ただし、配偶者の死
亡や離婚などについ
ては、その翌日から
起算して15日以内
に登録申請すると、
発生日から適用され
ます。

※ひとり親家庭等とは、「母子家庭」「父子家庭」「養育者家庭」「父または母が一定の障害の状態にある家庭」をいいます。

▶医療費助成の対象外となるもの
・予防接種や定期健診などの保険が適用されない費用
・他の公費負担医療制度から支給される医療費
・(独)日本スポーツ振興センターの「災害共済給付制度」の対象となる場合
　※加入している保険組合などで「高額療養費」や「附加給付金」が支給された場合は、その支給額を差し引いた上で助成します。

▶問い合わせ　保険年金課医療担当(内線226・227)

21
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▶日 時　12月17日㈬午前10時30分～11時
▶内 容　絵本、パネルシアターなど
▶対 象　２、３歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　12月27日㈯ 午前11時
▶内 容　絵本や手遊びなど
▶対 象　幼児
▶主 催　おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　平成27年1月10日㈯午後２時
▶内 容　絵本など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

お は な し 会

▶日 時　平成27年1月14日㈬午後２時
▶場 所　図書館ミーティングルーム
▶内 容　詩やエッセイなどの朗読
▶主 催　おしゃべりインコの会

読 み 語 り の 会

▶日 時　12月16日㈫午前10時～正午
▶場 所　図書館ミーティングルーム
▶内 容　・絵本の楽しみ方の講義
　　　　　　・読み聞かせに必要な基本的な技術指導
▶講 師　細田香織氏(埼玉純真短期大学教員)
▶定 員　20人程度
▶申し込み　 申込書に必要事項を記入の上、直接図書館へ

提出するか電話で申し込みください。

読み聞かせのはじめかた～読み聞かせ講座（初級）～

　４カ月児健診に合わせて絵本を配布しています。
▶日 時　 平成27年1月8日㈭午後1時から受け付け
▶場 所　行田グリーンアリーナ
▶持 ち 物　母子健康手帳

ブ ッ ク ス タ ー ト

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　12月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・22日㈪
　　　　　・28日㈰～平成27年1月5日㈪・13日㈫

※変更となる場合もあります

北小学 12月16日（火）

荒木小 12月17日（水）

桜ヶ丘小 12月18日（木）

南河原小 12月19日（金）

須加小 平成27年1月14日（水）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

12月25日㈭、1月8日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 12月15日㈪、1月5日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 1月14日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会
埼北支部
☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日 
※ 各土曜日は市内在住の方対象に電話相
談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 きっずプラザ
あおい 1月14日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課

（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 1月4日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 12月16日㈫・22日㈪、
1月6日㈫・13日㈫　 午後5時15分～ 7時

談相種各 （12月15日～1月14日）

今月の納税
市県民税・・・・・・・・・・・・・・・4期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・6期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・6期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・6期

納期限　12月25日㈭
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座
振替をご利用ください。

　日本の工業の実態を明らかにすることを目的とした
「平成26年工業統計調査」が、12月31日㈬を調査期日
として行われます。調査の実施に当たっては、従業者4
人以上の全ての製造事業所を対象に、12月から平成27
年1月にかけて調査員が伺います。
　この調査は、統計法に基づく重要な統計調査ですので、
調査票への回答をお願いします。なお、調査結果は中小
企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されま
す。

▶問い合わせ　企画政策課統計担当(内線310)

工業統計調査を実施します

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
11月17日㈪ 午前9時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(曇り)

放射線量の測定値

観光案内所内の返却用ブックポストを常設します
　JR行田駅東口にある観光案内所に返却用ブックポストを
試験的に設置していますが、多くの方に利用していただい
ていることから、常設することとしました。通勤・通学の
際にぜひご利用ください。
▶回収期日　毎週火・金曜日
▶注 意　・ ポスト投

とうかん
函から返却処理が完了するまで時

間がかかる場合があります。
　　　　　　・ CD、DVD、VHS、紙芝居の返却はできません。

▶日 時　12月20日㈯午後2時
▶場 所　映像ホール
▶題 名　ななみちゃん かわいい猫？ 他(計60分)
▶定 員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

定 例 子 ど も 映 画 会

　作業着を着て、ＮＴＴの名札を付けた者が訪問し、
「電話機が使えないので交換をする」と言って高額な料
金で電話機を取り付ける悪質商法の被害が多発してい
ます。領収書には業者の連絡先などの記載がないため、
被害額を取り戻すのは困難です。
　ＮＴＴが連絡もなく自宅を訪問し、電話機の交換な
どの作業を行うことはありません。不審に思った場合
は、すぐに契約せず、行田市消費生活センターまたは
警察署に相談してください。

▶問い合わせ　 行田市消費生活センター（地域づくり
支援課内・内線495）

詐欺まがいの電話機交換に
ご注意ください

電話機が使えないので交換しますよ

親切ね

電話機が使えないので交換しますよ電話機が使えないので交換しますよ

親切ね

・3時のアッコちゃん(柚木麻子)
・賢く生きるより辛抱強いバカになれ(稲盛和夫、山中伸弥)
・ 大きな文字、大きな写真、大きなあみ図で大人から始め
る棒針あみ(河合真弓)
・ いそがしいクリスマス新装版(マージョリー・Ｗ・シャー
マット／文、クレイグ・シャーマット／文、マーク・シー
モント／絵、神宮輝夫／訳、内藤貴子／訳)
・ マドレーヌとパリのふるいやしき(ジョン・ベーメルマ
ンス・マルシアーノ／作、江國香織／訳)
・ Q＆Aでわかる！はじめてのスポーツボランティア1
　(日本スポーツボランティアネットワーク／監修、こどもくらぶ／編)

新 着 図 書

年末年始は返却用ブックポストを閉鎖します
　年末年始期間中は返却用ブックポスト閉鎖に伴い、資料の貸出期
間を延長します。
▶閉鎖期間　 12月28日㈰午後5時～平成27年1月4日㈰午前9時
▶閉鎖場所　 図書館および観光案内所の返却用ブックポスト
▶ 図書資料返却期限　12月14日㈰～ 21日㈰に貸し出した資料は、
貸し出し日から３週間
▶  ＡＶ資料（CD・DVD・VHS）返却期限　12月21日㈰～ 27日㈯
に貸し出した資料は貸し出し日から２週間

▶期 日　12月21日㈰
▶場 所　図書館おはなしのへや（変更となる場合もあります）
▶内 容　 絵本や紙芝居などの読み聞かせを、１日を通

して行います。
▶対 象　幼児、小学生
▶そ の 他　 詳しくは図書館ホームページなどをご覧ください。

クリスマス特別企画 ｢おはなしの日｣

▶日 時　平成27年1月11日㈰午前11時
▶場 所　おはなしのへや
▶対 象　英語に興味がある方
▶協 力　ハートイングリッシュスクール　
※変更となる場合もあります。

英語児童書読み聞かせ会
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　10月23日、工藤市長が大塚製薬株式会社大宮支店に感謝
状を贈呈しました。
　本市と同社は、平成25年3月に「健康づくりにおける相互応
援に関する協定」を締結。同社はこれまで、熱中症予防対策
や大豆を中心とした栄養学についての出前講座を積極的に
開催してきました。これにより、市民の健康づくりに対する
意識が向上し、今年の熱中症搬送者は昨年比で3割減少しま
した。出席した同社の増田佳二さんと竹下浩一さんは「引き
続き、行田市民の健康づくり活動に協力してきたい」と抱負を
語っていました。

　11月8日、県立総合教育センターで防災訓練が行われ
ました。
　今回の防災訓練は、今年の4月以降に自主防災組織を
設立した地区およびこれから立ち上げようとしている地
区の皆さんを対象にしたものです。訓練では、初期消火
訓練や非常用発電機の操法などが行われた他、自主防災
組織に関する講習も実施されました。地域防災力を高め
ることは、災害による被害を最小限に食い止め、地域の
安全を確保できることを、参加者らは改めて認識してい
るようでした。

　11月7日、牧禎舎で忍城おもてなし甲冑隊のパフォー
マンスを演出する野原のぼさんが企画したイベント「行
田日和～家に寄ってくん？～」が開催されました。
　この催しは、古民家を舞台に、集まった方々が懐かし
さを感じながら、お茶の間で演劇などを楽しむというも
の。市中にいる罪人を巡るストーリーに、来場者は目を
離せませんでした。また、歌や詩吟なども披露され、行
田の秋の夜に澄んだ歌声が響き渡りました。

　10月25日、ＮＰＯ法人ふるさと創生クラブと行田市民大
学同窓会「忍川環境を見守る会」共催の「忍川クリーンアップ
作戦」が行われました。
　この作戦は、忍川の東橋から平成橋まで約1.5キロメート
ル区間の清掃活動を行い、子供たちが気軽に水辺で遊べる環
境をつくること、そして、現在展開中の「川のまるごと再生プ
ロジェクト」の主旨に賛同して実施されたものです。参加者
らは、行田のシンボルである忍川がきれいとなり、市民の憩
いの川となることを願いながら、清掃活動を行っていました。

大塚製薬株式会社大宮支店に感謝状を贈呈

地域防災力の向上を目指して

古民家での演芸に魅了

忍川をきれいに

　11月8日・9日に、ＮＰＯ法人ＣＩＬひこうせんが「忍町
アートギャラリー」を開催しました。
　「行田の中心市街地をアート化したい」という思いで開
催されたこのイベントに、市内外から28人のアーティス
トが参加。牧禎舎や行田地区内にある足袋蔵など16カ所
に、さまざまな作品が展示されました。主催者の1人であ
る野本翔平さんは「このイベントを機に、普段から芸術を
身近に感じられるまちになってほしいですね」と今後のま
ちづくりに期待を寄せていました。

アートを身近に感じられるまちへ

　10月26日、総合公園自由広場で第64回市民体育祭が行
われました。
　昨年は雨により中止となりましたが、今年は天気にも恵
まれ、絶好のスポーツ日和となりました。市内15地区から
選ばれた選手たちは、青空の下、廻旋フットボールリレーや
バレーボール運び、玉入れや綱引きなどの競技に出場。自
分の地区の優勝を目指して競技に臨み、観客も選手と同じ
気持ちとなって、全力で応援していました。市民体育祭を
通じて、スポーツの秋を満喫したことはもちろんのこと、地
域の絆がより一層深まった大会となりました。

スポーツの秋を満喫

GYODA CITY PHOTO STUDIOGYODA CITY PHOTO STUDIO

写真館

　11月9日、市役所周辺で「第35回行田商工祭・忍城時代まつり」が
開催されました。
　今回のメーンは、歴代忍城城主ら総勢約70人による武者行列。
成田氏長、松平忠吉をはじめ、各時代の武将たちが掛け声とともに出
陣し、居城である忍城へと向かいました。来場者は華やかな甲冑を
まとった武将の勇壮な姿に魅了され、記念撮影をするなど、会場は大
いににぎわいました。また、地元商工業者による浮き城のまち物産
大バザールやスタンプラリー、さらには毎年恒例の火縄銃の演武が
行われるなど、会場を訪れた全ての方が行田の秋を代表する祭りを
満喫していました。

勇壮な武者行列に感動
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掲
載
し
た
手
作

り
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
こ
め
米
ネ
ッ
ト
」
を

毎
月
1
日
に
発
行
。
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
、
10
年
以
上
継
続
し
て
発
行
し
て
お
り
、

「
も
っ
と
食
事
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
今
後
も
、
一
人
一
人
の
お
客
さ
ま
に

合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
で
、『
ソ
メ
ノ
さ
ん
の

お
か
げ
で
健
康
で
い
ら
れ
る
』
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
店
作
り
を
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
代
表
取
締
役
の
染
野
光
伸
さ
ん
は
目

標
を
語
り
ま
す
。
そ
の
熱
い
気
持
ち
は
、
消

費
者
の
心
に
伝
わ
り
、
健
康
で
豊
か
な
暮
ら

し
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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今
月
紹
介
す
る
矢
部
リ
ン
メ
イ
さ
ん
は
、
台
湾
出
身

の
ハ
ー
プ
奏
者
。
小
学
2
年
生
の
と
き
か
ら
ピ
ア
ノ
を

始
め
、
い
つ
し
か
「
音
楽
家
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢

を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
、
小
学
生
の
と
き
か
ら
音
楽
を
専
門
に
学
べ
る
高

校
・
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
練
習
に

励
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　
台
湾
で
は
、
2
つ
以
上
の
楽
器
を
演
奏
で
き
な
け
れ

ば
音
楽
科
の
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
小
学
4
年
生
か
ら
父
親
に
勧
め
ら
れ
ハ
ー

プ
も
練
習
す
る
よ
う
に
。
初
め
て
ハ
ー
プ
を
奏
で
た
と

き
の
こ
と
を
「『
ま
る
で
天
使
が
降
り
て
き
た
み
た
い
』

と
感
激
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　
自
宅
で
の
ピ
ア
ノ
の
練
習
に
加
え
、
バ
ス
や
電
車

に
何
時
間
も
揺
ら
れ
な
が
ら
遠
方
の
ハ
ー
プ
教
室
に

通
う
と
い
っ
た
日
々
を
過
ご
し
た
矢
部
さ
ん
は
、
そ

の
後
め
き
め
き
と
実
力
を
付
け
、
台
湾
台
南
芸
術
学

院
音
楽
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
専
攻
す
る
楽
器
は
も

ち
ろ
ん
ハ
ー
プ
。
台
湾
で
プ
ロ
の
ハ
ー
プ
奏
者
に
な

る
た
め
に
、
朝
か
ら
晩
ま
で
音
楽
漬
け
の
日
々
を
送
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
矢
部
さ
ん
の
人
生
を
決

め
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
訪
れ
た
の
は
、
卒
業

を
迎
え
る
こ
ろ
の
こ
と
で
し
た
。
学
校
を
通
じ
て
「
軽

井
沢
音
楽
祭
」
で
の
演
奏
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。

「
初
め
て
日
本
で
演
奏
し
た
の
で
す
が
、
会
場
の
雰
囲

気
が
と
て
も
温
か
く
て
、
す
ぐ
に
こ
の
国
の
フ
ァ
ン

に
な
り
ま
し
た
。
今
私
が
こ
こ
に
い
る
の
は
、
こ
の

経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
日
本
で
ハ
ー
プ
奏
者

と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
た
と
き
の
こ

と
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
家
族
の
反
対
を
押
し
切
り
、
20
歳
の
と
き
に
武
蔵
野

音
楽
大
学
に
入
学
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
言
葉
の
壁
に
ぶ

つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
先
生
の
話
が
全
く
分
か
ら

な
い
」
そ
れ
で
も
授
業
を
録
音
し
た
り
、
テ
レ
ビ
で
聞

こ
え
て
く
る
単
語
を
辞
書
で
調
べ
た
り
し
て
、
徐
々
に

日
本
語
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
授
業
の
内
容
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ハ
ー
プ
に
対
す
る
世
界
観
が

さ
ら
に
広
が
り
、
一
歩
ず
つ
音
楽
家
へ
の
階
段
を
上
っ

て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　
卒
業
後
、
行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会
に
所
属
し
た
矢

部
さ
ん
は
、
現
在
、
福
祉
施
設
な
ど
で
の
演
奏
を
通
し

て
、
ハ
ー
プ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。
来
年
の
3
月

28
日
に
は
、
産
業
文
化
会
館
で
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
も
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
私
の
演
奏
を

聞
い
て
感
動
し
て
く
れ
る
方
や
、『
ま
た
聞
き
た
い
』

と
言
っ
て
く
れ
る
方
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
私
の
決

断
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
と
確
信
し
ま
す
ね
」

と
笑
顔
を
浮
か
べ
る
矢
部
さ
ん
。
ハ
ー
プ
と
い
う
楽
器

が
も
っ
と
身
近
な
存
在
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
心
に
響
き
渡
る
天
使
の
音
色
を
奏
で
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　染野 光伸
【事業内容】 米類販売

株式会社ソメノ
健康で豊かな暮らしを支える5つ星お米マイスター

めましてはじ ○ 12月1日㈪～26日㈮に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、1月5日㈪午後4時から市
役所203会議室で公開抽選を行います。

長
谷
川  

愛ま
な
み未 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
25
年
12
月
26
日
生
ま
れ

父
・
浩
さ
ん　
母
・
加
菜
子
さ
ん

「
我
が
家
の

 

ス
ー
パ
ー
ア
イ
ド
ル
♡
」

中
村
　
夢め

る琉 

ち
ゃ
ん （
緑
町
）

平
成
25
年
12
月
27
日
生
ま
れ

父
・
宏
男
さ
ん　
母
・
絵
里
さ
ん

「
愛
琉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
し
姉
妹
♡
」

渡
邊
　
諒り
ょ
う
へ
い平 ち

ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
25
年
12
月
11
日
生
ま
れ

父
・
崇
史
さ
ん　
母
・
ひ
と
み
さ
ん

「
ス
ク
ス
ク
元
気
に
育
っ
て
ね
！
」

藤
野
　
冬ふ

ゆ結 

ち
ゃ
ん （
藤
原
町
）

平
成
25
年
12
月
12
日
生
ま
れ

父
・
智
哉
さ
ん　
母
・
葉
瑠
さ
ん

「
の
び
の
び
元
気
に
育
っ
て
ね
☆
」

小
川
　
陽ひ
な
た向 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
25
年
12
月
19
日
生
ま
れ

父
・
博
之
さ
ん　
母
・
真
季
さ
ん

「
我
が
家
の
癒
し
系
☆
」

山
本
　
瞭り
ょ
う ち

ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
25
年
12
月
13
日
生
ま
れ

父
・
将
史
さ
ん　
母
・
有
沙
さ
ん

「
優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
♪
」

 

荒
木 

国
島　
初
江

秩
父
路
の
札
所
め
ぐ
り
や
秋
う
ら
ら

 

桜
町 

𠮷
岡　
守
子

新
米
の
か
お
り
茶
わ
ん
に
手
を
あ
わ
せ

 

天
満 

青
柳　
欣
吾

柿
不
作
一
つ
一
つ
が
い
と
お
し
く

 

藤
原
町 

上
原
ミ
サ
子

記
念
樹
の
み
か
ん
実
り
て
孫
の
笑
み

 

荒
木 

藤
田　
栄
之

海
に
散
る
叔
父
の
叫
び
か
冬
の
雷

 

城
南 

関
口　
　
操

海
ま
ぶ
し
み
か
ん
も
ま
ぶ
し
車
窓
か
な

 

忍 

飯
島　
素
子

今
年
米
何
よ
り
先
に
亡
き
夫
へ

 

谷
郷 

鴇
崎　
信
行

行
く
子
ら
を
遠
く
見
送
る
木
守
柿

 

城
西 

鈴
木　
正
夫

Ｌ
Ｅ
Ｄ
感
謝
感
謝
の
夜
な
べ
か
な

 

前
谷 

島
田
奈
智
子

秋
あ
か
ね
心
な
ご
ま
す
道
案
内

 

富
士
見
町 

森
原　
育
子

豊
作
や
み
る
み
る
山
と
な
る
お
米

 

持
田 

小
倉　
繁
三

秋
耕
や
石
切
る
音
の
今
は
無
く

 

長
野 

野
中
せ
き
子

わ
ら
べ
ら
の
声
こ
だ
ま
す
る
栗
ひ
ろ
い

 

荒
木 

藤
田　
明
枝

大
根
切
る
手
の
大
き
さ
は
母
ゆ
ず
り

 

門
井
町 

嶋
田　
　
茂

秋
風
や
辻
の
地
蔵
の
道
し
る
べ

 

持
田 

丸
山　
麟
一

虫
の
声
心
に
響
く
孤
愁
あ
り

 

長
野 

𠮷
野　
ら
ん

秋
高
し
真
に
迫
り
し
甲
冑
隊

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

湖
め
ぐ
り
箱
根
の
秋
を
惜
し
み
け
り

 

桜
町 

長
谷
川
さ
く

評
価
な
ど
気
に
せ
ぬ
ご
と
く
野
菊
咲
く

 

佐
間 

岩
松　
明
美

木も
く
せ
い犀
の
た
だ
よ
う
庭
で
深
呼
吸

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

★★★ 平成25年 12月生まれ のおともだち ★★★

平成26年2月生まれのお子さんを募集します

ハ
ー
プ
で
天
使
の
音
色
を
奏
で
る

 

台
湾
出
身
の
音
楽
家

矢
部 

リ
ン
メ
イ 

さ
ん
（
持
田
）

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。



催し・募集
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▼
日
時
　
12
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
学
習
室　

▼
講
師
　
橋
本
富
江

さ
ん　

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
2
千
円
（
花
・
器
代
）　

▼
持
ち
物
　
木
ば
さ
み
（
お
持
ち
の

方
）　

▼
申
　
12
月
10
日
㈬
〜
21
日

㈰
に
直
接
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
（
12

月
15
日
㈪
は
休
館
）
※
ひ
と
と
き
保

育
（
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
・
無

料
）
の
申
し
込
み
は
12
月
18
日
㈭
ま

で　
▼
問
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎

５
５
６
―
９
３
０
１

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
21
日
、
2

月
4
日
・
18
日
、
3
月
4
日
・
18
日

の
水
曜
日(

全
5
回)

午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内

容
　
楽
し
み
な
が
ら
運
動
を
行
い
、

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す　
▼
対

象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
ま

た
は
障
害
者
（
身
体
状
況
に
よ
り
家

族
な
ど
の
付
き
添
い
可
）　
▼
定
員
　

15
人
（
先
着
順
）
※
付
き
添
い
の
方

を
含
む　
▼
参
加
無
料
　
▼
申
・
問
　

平
成
27
年
1
月
6
日
㈫
午
前
9
時
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

「
お
正
月
の
花
ア
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
」

骨
盤
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
16
日
㈮
午

後
1
時
〜
3
時　
▼
場
所
　
幸
手
市

中
央
公
民
館
（
幸
手
市
緑
台
2
―
1

―
7
）　
▼
内
容
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
作
り

方
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
状
況
、
金

融
機
関
の
支
援
な
ど
の
講
習
会
※
終

了
後
、
設
立
に
関
す
る
個
別
相
談
あ

り　
▼
参
加
無
料
　
▼
申
・
問
　
平

成
27
年
1
月
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
☎

５
５
５
―
１
１
１
０

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
25
日
〜
2

月
8
日
の
日
曜
日
（
全
３
回
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分　
▼
場

所
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い

と
（
熊
谷
市
拾
六
間
１
１
１
―
1
）　

▼
内
容
　
①
結
婚
・
未
来
デ
ザ
イ
ン

講
座　
②
結
婚
力
ア
ッ
プ
講
座　
③

妊
娠
・
出
産
と
子
育
て
基
礎
講
座　

▼
対
象
　
県
内
在
住
で
20
歳
〜
39

歳
の
未
婚
者
の
方　

▼
定
員
　
40

人
（
男
女
各
20
人
）　
▼
受
講
無
料
　

▼
申
　
埼
玉
県
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支

援
講
座
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

life.zw
ei.com

/

）
か
ら
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
▼
問
　
埼
玉
県
少

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
作
り
方

〜
設
立
基
礎
講
習
会
in
幸
手
〜

未
婚
者
を
応
援
！

埼
玉
県
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

支
援
講
座

▼
勤
務
期
間
　
平
成
27
年
1
月
13
日

㈫
〜
3
月
31
日
㈫
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
※
職
務
内
容
に
よ
り

異
な
り
ま
す　
▼
勤
務
時
間
　
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
の
5
時
間
30

分
〜
7
時
間　
▼
勤
務
内
容
　
受
付

案
内
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書
類
整
理

な
ど　
▼
時
給
　
８
６
０
円
（
一
部

交
通
費
補
助
あ
り
）　
▼
募
集
人
数
　

20
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第
、
募

集
を
締
め
切
り
ま
す
。　
▼
そ
の
他
　

面
接
の
際
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。　
▼
申
　
行
田
税

務
署
に
電
話
の
上
、
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
同
署
☎
５
５
６
―
２
１
２
１

（
音
声
案
内
2
を
選
択
）

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
28
日
、
2

月
4
日
・
18
日
・
25
日
の
水
曜
日

（
全
4
回
）
午
前
10
時
〜
正
午　
▼

場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ

の
里
」
第
2
研
修
室　
▼
対
象
　
市

募
　
　
集

行
田
税
務
署　
臨
時
職
員

教
室
・
講
習
会

高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
教
室

（
冬
コ
ー
ス
）

子
政
策
課
☎
０
４
８
―
８
３
０
―

３
３
４
３

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
8
日
〜

3
月
26
日
の
第
1
・
2
・
4
木
曜

日
、
午
後
7
時
20
分
〜
9
時
20

分　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内
容
　
生
き
た
英
語
を
楽
し
く

学
ぶ　

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
　【
高
校
生
以
下
】
無
料

【
大
学
生
以
上
】
月
額
1
千
円　
▼

申
・
問
　
12
月
25
日
㈭
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
新
井

☎
０
８
０
―
６
７
０
３
―
０
１
２
３

【
Ｅ
メ
ー
ル
】m

eap.patch-adam
s

0608avobe@
ezw

eb.ne.jp

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
17
日
㈯
午

前
10
時 

▼
場
所
　
県
立
羽
生
実
業

高
等
学
校　

▼
講
座
名
　
シ
ア
バ

タ
ー
で
作
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ー

ム　
▼
対
象
　
一
般　
▼
定
員
　
20

人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　
▼
受
講
料
　
1
千
５
０
０
円　

▼
申
　 

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
講
座
名

を
記
入
し
、
平
成
27
年
1
月
6
日
㈫

ま
で
に
県
立
羽
生
実
業
高
等
学
校
農

業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
係
（
〒
３
４
８

Ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
英
会
話

農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方　
▼
定
員
　

30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
飲
み
物　

▼
そ
の
他
　
夏
コ
ー
ス
、
秋
コ
ー
ス

の
い
ず
れ
か
に
参
加
し
た
方
の
申
し

込
み
は
不
可　
▼
申
・
問
　
平
成
27

年
1
月
7
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０
※
原
則

本
人
ま
た
は
家
族
の
申
し
込
み
の
み

▼
日
時
　
12
月
14
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時　
▼
場
所
　
牧
禎
舎　

さ
き
織
り
体
験
　
ラ
ン
チ
ョン
マッ
ト
作
り

▼
内
容
　
い
ろ
い
ろ
な
リ
ネ
ン
の
裂

き
織
布
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ン
チ
ョ

ン
マ
ッ
ト
を
織
る
※
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
3
時
（
約
2
時

間
）　

▼
定
員
　
各
回
3
人
（
先
着

順
）　
▼
参
加
費
　
2
千
円

縫
い
絞
り
で
作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バッ
グ

▼
内
容
　
昔
な
が
ら
の
縫
い
絞
り
の

技
法
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
る　
▼
定

員
　
8
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

2
千
５
０
０
円 (

材
料
費
、
同
時
開

催
の
縁
側
カ
フ
ェ
で
の
コ
ー
ヒ
ー
一

杯
分
の
料
金
を
含
む)

両
イ
ベ
ン
ト
い
ず
れ
も

▼
申
・
問
　
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
５
５
２
―
１
０
１
０

牧
禎
舎
・
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

―
８
５
０
２ 

羽
生
市
羽
生
３
２
３
） 

▼
問
　
同
校
☎
５
６
１
―
０
３
４
１

▼
日
時
　
12
月
19
日
㈮
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
産
業
文

化
会
館
2
階
会
議
室　
▼
内
容
　
認

知
症
の
疑
い
の
あ
る
方
を
適
切
な
医

療
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

を
支
え
る
家
族
の
負
担
軽
減
を
目

的
に
、
医
師
・
保
健
師
な
ど
に
よ
る

個
別
相
談
を
実
施
す
る
（
1
人
40

分
程
度
で
時
間
内
予
約
制
）　
▼
対

象
　
①
認
知
症
に
対
す
る
不
安
が
あ

る
高
齢
者
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

方
）　

②
40
歳
以
上
の
若
年
性
認
知

症
の
疑
い
が
あ
る
方
※
①
②
の
家
族

も
対
象　
▼
申
・
問
　
開
催
日
前
日

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
高
齢
者

福
祉
課
（
内
線
２
７
８
）

▼
日
時
　
12
月
20
日
㈯
午
後
1
時
〜

3
時　
▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
対
象
　
真
剣
に
結
婚
を
考
え
て
い

る
方
ま
た
は
そ
の
家
族　
▼
そ
の
他
　

予
約
不
要　
▼
問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行

田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４
―

０
１
６
２

相
　
　
談

認
知
症
相
談

結
婚
無
料
相
談
会

羽生市 
第32回藍のまち羽生さわやかマラソン大会の参加者

▼ 日 時　平成27年3月8日㈰午前9時30分よ
り時差スタート※雨天決行

▼  場 所　羽生中央公園陸上競技場および市内
コース

▼  種目・定員　
　【ハーフ】2,000人　【10キロメートル】1,000人
　【5キロメートル】500人
　※定員になり次第、申し込みを締め切ります。
　※ 中学生・高校生はハーフの部への参加はできま

せん。

▼  参 加 費　
　【一般】3,000円　【高校生】1,500円
　【中学生】1,000円

▼  申込期限　
　【郵便振替】12月12日㈮（当日消印有効）

　  【インターネット・羽生市体育館窓口】平成27年1
月31日㈯

▼  そ の 他　詳しくは羽生市ホームページを参照す
るか、大会事務局へ問い合わせください。

▼  問い合わせ　藍のまち羽生さわやかマラソン大会事
務局（羽生市体育館内）☎563―0150

加須市 
加須うどん･こいのぼり検定
　加須のことを、知って楽しむご当地検定です。ぜ
ひ申し込みください。

▼  日 時　平成27年1月18日㈰午前10時開始
（午前9時から受け付け）

▼  場 所　加須市役所(加須市下三俣290）
　※詳しくは、加須市ホームページをご覧ください。

▼  問い合わせ　秘書広報課☎0480―62―1111(内線
313)

～でかけませんか となりまち～

■ ■ ■　北彩タウン情報　■ ■ ■

広告広告
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ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
12
月
21
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
【
1
部
】
音
楽
と
お
は
な
し

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
他
【
2
部
】
ク
リ

ス
マ
ス
の
曲
な
ど　
▼
出
演
　
行
田

音
楽
家
協
会　
▼
入
場
無
料
　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
9
時
30
分
の
う
ち
4
〜
8
時
間
程

度
（
応
相
談
）　

▼
勤
務
場
所
　
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室　
▼
業
務
内
容
　
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
使
用
方
法
の
説
明
・
案
内
お
よ

び
設
備
器
具
な
ど
の
管
理
業
務
（
週

1
〜
2
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

務
）　
▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
で
、
土
・
日
曜
日
勤
務

が
可
能
な
方　
▼
募
集
人
数
　
若
干

名　
▼
時
給
　
９
０
０
円
以
上
（
経

験
な
ど
考
慮
の
上
決
定
し
ま
す
。
試

用
期
間
の
2
カ
月
間
は
８
５
０
円
）　

▼
そ
の
他
　
選
考
に
つ
い
て
は
書

類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼
申
　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
窓
口
へ
持
参

ン
サ
ー
ト
を
開
催　

①
12
月
13
日

㈯
・
20
日
㈯
午
後
6
時
30
分
（
約
1

時
間
）
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト　
②
12
月
14
日
㈰
午
後

6
時
30
分
（
約
1
時
間
）
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ

☆
Ｒ
ｏ
ｓ
ｅ
（
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト　
③

12
月
21
日
㈰
・
23
日
㈫
午
後
6
時
30

分
（
約
1
時
間
30
分
）
加
藤
栄
さ
ん

（
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
）
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト

古
代
蓮
会
館
　

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

〝
干
支
シ
リ
ー
ズ
　
ヒ
ツ
ジ
さ
ん
〞

▼
日
時
　
12
月
21
日
㈰
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　
▼
協
力
　
佐
藤
孝
子
さ
ん
（
全

国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）　
▼
参
加
費
　

２
５
０
円
（
材
料
費
1
体
分
）　
▼

そ
の
他
　
別
途
、
古
代
蓮
会
館
入

館
料
が
必
要
【
大
人
】
４
０
０
円　

【
小
・
中
学
生
】
２
０
０
円
※
未
就

学
児
は
無

料　

▼
申
　

開
催
時
間

中
随
時
受

け
付
け

古
代
蓮
会
館
迎
春
企
画

タ
ワ
ー
か
ら
み
ん
な
で

み
よ
う
「
初
日
の
出
」

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
1
日
㈭
午

前
6
時
〜
9
時
（
入
館
受
け
付
け

は
午
前
8
時
30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　

古
代
蓮
会
館　
▼
内
容
　
無
料
お
し

る
こ
サ
ー
ビ
ス
、
福
袋
の
販
売
、
は

ず
れ
無
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
を
開

催
。
な
お
、
日
の
出
の
時
間
帯
（
午

前
6
時
〜
7
時
15
分
）
の
展
望
室
利

用
は
、
先
着
70
人
ま
で
に
限
る
。
※

当
日
、
受
け
付
け
時
に
整
理
券
を
配

布　

▼
入
館
料
　【
大
人
】
４
０
０

円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０
円
※
未

就
学
児
は
無
料

古
代
蓮
の
里
　

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

〜
10
万
石
の
夜
景
〜

　
年
末
限
定
企
画
と
し
て
、
古
代
蓮

会
館
の
開
館
時
間
の
延
長
や
、
売
店

出
店
業
者
に
よ
る
特
別
販
売
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
展
望
室
か
ら
の
す
て

き
な
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
13
日
㈯
〜
25
日
㈭
午

前
9
時
〜
午
後
9
時
（
入
館
受
け

付
け
は
午
後
8
時
30
分
ま
で
）　
▼

場
所
　
古
代
蓮
会
館　

▼
入
館
料
　

【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学

生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無

料　
▼
そ
の
他
　
同
館
休
憩
所
で
コ

【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口84,474人　男42,001人　女42,473人　世帯数33,878世帯
（平成26年11月1日現在） 10月中の異動　出生56人　転入等181人　死亡62人　転出等204人

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
25
日
㈰
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
1
時
（
午
前
8

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）　
▼
場
所
　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
参
加

資
格
　
小
学
生
以
上
の
健
康
な
方
※

未
成
年
者
は
保
護
者
の
承
諾
を
得
る

こ
と　
▼
チ
ー
ム
編
成
　
競
技
人
数

は
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
1
チ
ー
ム

12
人
（
選
手
登
録
は
15
人
ま
で
可
）

と
し
、
監
督
は
成
人
と
す
る
（
選

手
と
し
て
の
登
録
も
可
）　
▼
参
加

費
　
1
人
２
０
０
円
（
保
険
料
、
参

加
賞
を
含
む
）　
▼
主
催
　
行
田
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
、
行
田

市
教
育
委
員
会　
▼
持
ち
物
　
室
内

用
運
動
靴　
▼
申
　
12
月
1
日
㈪
〜

平
成
27
年
1
月
16
日
㈮
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）
の
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
※
24
チ
ー
ム
に
達
し
た
時
点

で
応
募
を
締
め
切
り
ま
す
。　
▼
問
　

同
課
☎
５
５
６
―
８
３
３
６

▼
日
時
　
12
月
31
日
㈬
午
後
10
時
〜

平
成
26
年
1
月
1
日
㈭
午
前
0
時
30

分　
▼
場
所
　
忍
城
址
（
郷
土
博
物

館
）
鐘
楼
付
近　

▼
内
容
　
鐘
突

行
田
ふ
れ
あ
い

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

行
田
ゆ
く
年
く
る
年

き
、
忍
城
お
も
て
な
し
バ
ザ
ー　
▼

問
　
商
工
観
光
課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時
　
12
月
14
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　
▼
曲
目
　「
バ
ラ
の
謝

肉
祭
」「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー 

（「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
主
題
歌
） 

」

「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

他　
▼
入
場
無
料
　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
そ
の

他
　
音
楽
会
後
半
に
、
忍
中
学
校
吹

奏
楽
部
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち

な
ん
だ
曲
を
演
奏
す
る　
▼
問
　
行

田
市
民
吹
奏
楽
団
青
木
☎
０
８
０
―

９
２
６
５
―
７
８
９
１

▼
日
時
　
12
月
1
日
㈪
〜
平
成
27
年

1
月
30
日
㈮
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場
所
　
熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田

支
店
ロ
ビ
ー
（
天
満
3
―
16
）　
▼

内
容
　
涼
を
と
る
生
活
の
道
具
、
日

本
の
風
情
を
楽
し
む
小
道
具
、
広
告

媒
体
の
う
ち
わ
を
展
示
す
る　

▼

問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５
―

４
４
６
０

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

第
4
回
冬
の
小
さ
な
音
楽
会

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
日
時
　
平
成
27
年
2
月
7
日
㈯
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分　
▼
場
所
　

中
央
公
民
館
（「
み
ら
い
」
内
）　
▼

内
容
　
棋
力
別
戦
、
13
路
盤
戦
（
初

心
者
対
象
）、
入
門
教
室
な
ど　
▼

対
象
　
中
学
生
以
下
※
小
学
生
以
下

は
原
則
保
護
者
同
伴　

▼
参
加
無

料
　
▼
主
催
　
行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
後
援
　
行
田
市
碁
楽
会
、(

公
財)

日
本
棋
院　
▼
そ
の
他
　
詳
細
は
同

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
▼
申
　
同
館
で
配
布
し
て
い

る
申
込
用
紙
（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
平
成
27
年
1
月
23

日
㈮
ま
で
に
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
提
出
【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１

―
０
０
３
２　

行
田
市
佐
間
3
―

24
―
7 
行
田
市
中
央
公
民
館
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
５
７
６
０　
▼
問
　

同
館
☎
５
５
６
―
２
６
４
９

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
24
日
㈯
午

前
10
時
〜
午
後
1
時　
▼
場
所
　
Ｖ

Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
調
理
室　

▼
内

イ
ベ
ン
ト

第
5
回
行
田
市

少
年
少
女
囲
碁
大
会

親
子
で
作
っ
て
楽
し
く
学
ぼ
う
！

食
育
っ
て
な
あ
に
？

容
　
彩
り
ち
ら
し
寿
司
、
汁
物
、
か

き
餅
を
作
る　
▼
講
師
　
行
田
市
食

生
活
改
善
推
進
員　
▼
対
象
　
市
内

の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　
▼
定
員
　

30
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
　
1

人
３
０
０
円　

▼
持
ち
物
　
エ
プ

ロ
ン
、
ス
リ
ッ
パ
、
三
角
巾　
▼
申

・
問
　
12
月
16
日
㈫
〜
平
成
27
年

1
月
18
日
㈰
に
直
接
ま
た
は
電
話

で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
５
５
６

―
９
３
０
１
（
12
月
22
日
㈪
・
29
日

㈪
〜
平
成
27
年
1
月
3
日
㈯
・
5
日

㈪
・
13
日
㈫
は
休
館
）
※
ひ
と
と
き

保
育
（
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
・
無

料
）
の
申
し
込
み
は
平
成
27
年
1
月

11
日
㈰
ま
で

▼
日
時
　
12
月
25
日
㈭
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時　
▼
場
所
　
総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
中
庭

（
雨
天
時
は
第
1
研
修
室
）
▼
対
象
　

①
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方　
②

幼
児
、
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

（
祖
父
母
と
孫
の
組
み
合
わ
せ
も

可
）　

▼
定
員
　
50
人　

▼
参
加
費
　

１
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）
※
当
日

徴
収　
▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾　
▼
申
・
問
　
12
月
8
日
㈪
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

三
世
代
交
流
餅
つ
き
会

（公財）行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　
７
世
紀
中
ご
ろ
以
降
中
央
集
権
の
国
家
体
制
が
確

立
し
て
行
く
中
で
、
そ
れ
ま
で
埼
玉
古
墳
群
な
ど
の

大
型
古
墳
を
築
き
、
武
む
さ
し
く
に
の
み
や
つ
こ

蔵
国
造
と
し
て
権
力
を
振

る
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
行
田
市
周
辺
の
在
地
権
力

者
た
ち
は
、
急
速
に
没
落
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　
大
宝
元
年
（
７
０
１
）
に
大
宝
律
令
が
制
定
さ
れ

て
律
令
制
が
確
立
し
、
奈
良
時
代
に
は
行
田
市
域
は

埼
玉
郡
の
一
部
と
な
り
ま
す
が
、
埼
玉
郡
は
５
郷
か

ら
な
る
下
郡
で
し
た
。
か
つ
て
国
造
級
の
大
規
模
古

墳
群
が
築
か
れ
た
地
域
に
は
、
奈
良
時
代
以
降
も
国

府
や
国
分
寺
が
置
か
れ
て
、
地
域
の
政
治
の
中
心
地

と
し
て
繁
栄
し
続
け
る
事
例
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
行
田
市

周
辺
に
は
国
府
や
国
分
寺
は
お

ろ
か
、
埼
玉
郡
の
郡
寺
も
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
市
内
に
は
大
同

年
間
（
８
０
６
〜
８
１
０
）
創

建
と
伝
え
ら
れ
る
旧
盛
徳
寺
が

あ
り
、
埼
玉
古
墳
群
を
築
い
た

権
力
者
一
族
の
氏
寺
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
発
掘
調
査

で
は
奈
良
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
遺
構
や
遺
物
は
検
出
さ
れ
て

お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
大
同
年

間
創
建
の
言
い
伝
え
を
、
う
の

み
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
奈
良
時
代
の
行
田
市
域
は
、
古
墳
時

代
の
在
地
の
権
力
者
と
同
様
に
衰
退
の
道
を
歩
ん
だ

の
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
市
域
で
は
古
墳
時
代
の

よ
う
な
華
や
か
な
文
物
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

が
、
古
墳
時
代
の
大
規
模
集
落
で
あ
っ
た
埼
玉
地
区

の
小
針
遺
跡
や
築
道
下
遺
跡
、
太
田
地
区
の
北
大
竹

遺
跡
、
長
野
地
区
の
馬
場
裏
遺
跡
な
ど
は
、
奈
良
時

代
に
な
っ
て
も
そ
の
規
模
を
維
持
し
続
け
ま
す
。
ま

た
、
養
老
７
年
（
７
２
３
）
発
布
の
三
世
一
身
法
、

天
平
15
年
（
７
４
３
）
発
布
の
墾
田
永
年
私
財
法

の
影
響
も
あ
り
、
長
野
地
区
の
鶴
巻
遺
跡
、
佐
間

地
区
の
野
合
遺
跡
な
ど
、
そ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
集
落
が
営
ま
れ

な
か
っ
た
場
所
に
も
新
た
に
集

落
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
地
味
な
が
ら
も
着
実
に
土

地
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
の
行

田
市
域
は
、
政
治
の
中
心
地
で

は
な
く
な
っ
て
、
大
規
模
な
開

発
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
決
し
て
さ
び
れ
て

衰
退
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
。

 （
文
化
財
保
護
課　
中
島
洋
一
）
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 ご連絡ください。

No.
822

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

GYODA
市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

No.822
Dec.2014

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
21

行
田 

歴
史
系
譜
249

奈
良
時
代
の
行
田

　11月8日、利根大堰でサケ遡上・採卵観察会が行われま
した。

　（独）水資源機構利根導水総合事業所が主催するこの催しは、今回で8回
目。採卵会が始まるころには、親子連れなど大勢の方が会場に足を運びま
した。子供たちは、サケのお腹から卵を採り出す瞬間をじっと見つめ、その
様子を心に刻んでいました。

こぜに 行く!
with
フラべぇ

がちゃん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から、田
た

んぼのあぜ道
みち

などで栽
さい

培
ばい

されていた「行
ぎょう

田
だ

在
ざい

来
らい

青
あお

大
だい

豆
ず

」。行
ぎょう

田
だ

豆
まめ

吉
きち

は、青
あお

大
だい

豆
ず

の魅
み

力
りょく

を一
ひ と り

人でも多
おお

くの方
かた

に
知
し

ってもらうため、平
へい

成
せい

24年
ねん

に誕
たん

生
じょう

したキャラクターなんだ。
　今

いま

までは、枝
えだ

豆
まめ

やラスク、まんじゅうなどの商
しょう

品
ひん

パッケージを通
とお

してＰＲしていたけど、先
せん

月
げつ

、待
たい

望
ぼう

の「着
き

ぐるみ」が完
かん

成
せい

したんだ。
くりっとした瞳

ひとみ

に、おいしそうな枝
えだ

豆
まめ

が付
つ

いているおでこ。とっ
てもかわいいから、人

にん

気
き

者
もの

になること間
ま

違
ちが

いなしだよね。
　行

ぎょう

田
だ

豆
まめ

吉
きち

は、これからいろいろなイベントに登
とう

場
じょう

するので、ぜひ
声
こえ

を掛
か

けてくださいね。

行
ぎょう

 田
だ

 豆
ま め

 吉
き ち

野合遺跡発掘調査区全景


